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時
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す
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は
西
井
弥
生
子
氏
の
「
都
市
の
貨
幣
社
会
の
落
伍
者
と
な
り
、
周
囲
か
ら
疎
外
さ

れ
る
「
私
」」
が
「
不
吉
な
影
を
投
げ
か
け
る
」
作
品
の
構
造
に
注
目
す
る
論（

（
（

の

ほ
か
、
本
稿
で
も
触
れ
る
初
出
誌
『
文
学
時
代
』
の
「
探
偵
小
説
号
」
の
一
作
と

し
て
論
じ
た
長
山
靖
生
氏
は
本
作
を
「
と
て
も
不
気
味
な
話
」「
一
種
の
邪
視
怪

談
」
と
評
価
し
て
い
る（

（
（

。
例
は
多
く
な
い
が
怪
奇
・
恐
怖
小
説
系
の
短
篇
と
し
て

短
篇
集
に
採
録
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、『
恐
怖
特
急
』
の
解
説
で
阿
刀
田
高
氏
に

よ
り
「
自
分
で
も
知
ら
な
い
う
ち
に
自
分
が
あ
や
し
い
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
「
わ
け
の
わ
か
ら
な
さ
が
一
瞬
生
理
的
に
怖
い
」
点
が

指
摘
さ
れ（

（
（

、「
と
こ
と
ん
怖
い
物
語
の
傑
作
選
」
で
あ
る
と
い
う
『
恐
怖
と
哀
愁

の
内
田
百
閒
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
以
上
に
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
百
閒

「
影
」
は
そ
の
内
容
の
怖
さ
、
具
体
的
に
は
自
身
の
影
の
中
の
「
死
神
の
姿
」
や
、

「
あ
や
し
い
能
力
」
を
「
私
」
が
得
て
し
ま
っ
た
可
能
性
と
い
う
「
怪
談
的
」
展
開

が
注
目
さ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
「
怪
談
」
と
し
て
受
容
が
行
わ
れ
て
き
た
本
作
で
あ
る
が
、先
述
の

長
山
氏
の
論
で
も
着
目
さ
れ
て
い
た
通
り
、
そ
の
初
出
は
『
文
学
時
代
』
の
「
探

偵
小
説
号
」
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
探
偵
小
説
ジ
ャ
ン
ル
が
「
変
格
探

偵
小
説
」
の
名
の
も
と
に
「
怪
談
」
を
は
じ
め
と
し
た
多
種
多
様
な
作
品
を
も
包

括
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
「
探
偵
小
説
号
」
へ

の
「
影
」
の
掲
載
自
体
は
不
自
然
で
は
な
い
。
た
だ
、
百
閒
の
小
説
が
「
探
偵
小

　
は
じ
め
に

　　
内
田
百
閒
「
影
」
は
一
九
二
九
年
七
月
に
『
文
学
時
代
』
の
第
一
巻
第
三
号
「
探

偵
小
説
号
」
に
掲
載
さ
れ
、
後
に
単
行
本
『
旅
順
入
城
式（

（
（

』
に
収
録
さ
れ
た
。
解

職
に
よ
り
経
済
的
に
困
窮
す
る
「
私
」
が
知
人
の
Ｘ
・
Ｙ
・
Ｚ
に
金
の
無
心
や
仕

事
の
斡
旋
を
依
頼
す
る
な
か
で
、「
私
」
に
関
わ
っ
た
Ｘ
の
子
供
や
Ｙ
に
不
幸
が

起
こ
る
と
い
う
内
容
で
、
そ
れ
ら
の
不
幸
を
半
ば
冗
談
半
分
に
「
私
」
に
「
見
込

ま
れ
た
」
た
め
と
解
し
仕
事
の
仲
介
を
躊
躇
す
る
Ｚ
が
、
自
分
の
「
影
」
が
崩
れ

て
「
は
つ
と
」
す
る
「
私
」
の
様
子
に
「
目
に
た
つ
程
蒼
い
顔
」
に
な
る
と
こ
ろ

で
作
品
は
終
わ
る
。

　
従
来
の
百
閒
文
学
研
究
に
お
い
て
「
影
」
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
、単

独
論
は
管
見
の
限
り
見
え
な
い
。
わ
ず
か
な
「
影
」
へ
の
言
及
の
中
で
注
目
さ
れ

る
の
は
篠
田
知
和
基
氏
や
川
崎
賢
子
氏
に
よ
る
「
分
身
の
意
識（

（
（

」「
分
身
の
怖
さ（

（
（

」

を
読
み
取
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
篠
田
氏
は
結
末
近
く
の
腰
板
に
映
る
影
に
つ
い

て
「
影
は
彼
の
も
の
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
自
分
で
そ
う
思
っ
て
い
た
よ
う
な

自
分
の
姿
で
は
な
い
。
こ
こ
の
、
半
ば
怪
談
的
文
脈
で
は
、
そ
れ
は
死
神
の
姿
で

あ
っ
た
ろ
う
」
と
作
品
の
「
怪
談
的
」
側
面
を
捉
え
る
と
同
時
に
、影
に
「
死
神
」

つ
ま
り
「
私
」
の
知
人
た
ち
に
凶
事
を
も
た
ら
し
た
存
在
を
認
め
て
い
る
。
他
に

内
田
百
閒
「
影
」
論
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説
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
特
異
な
事
象
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
を
追
究
さ

れ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
皆
無
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
百
閒
文
学
と
初
出
メ
デ
ィ
ア

と
の
関
連
性
を
探
る
う
え
で
看
過
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
従
来
本
格
的
な
研
究

の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
影
」
に
新
た
な
読
解
の
可
能
性
を
も
た
ら

す
視
点
に
も
な
り
得
る
だ
ろ
う（

（
（

。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
百
閒
「
影
」
に
つ
い
て
、
初
出
雑
誌
を
視
野
に
入
れ
た
う

え
で
読
解
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
第
一
節
で
初
出
雑
誌
で
あ
る
『
文
学
時
代
』

創
刊
期
の
特
徴
を
確
認
し
、
第
二
節
で
は
そ
の
中
で
も
特
に
「
探
偵
小
説
号
」
が

『
文
学
時
代
』の
特
徴
を
色
濃
く
反
映
し
た
特
集
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し

て
第
三
節
で
「
影
」
本
文
の
分
析
を
行
い
、「
私
」
が
自
身
の
内
部
の
捉
え
得
な
い

領
域
に
対
す
る
複
層
的
な
不
安
に
直
面
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
作
品
の
主
題
を
確
認

し
、
最
後
に
初
出
雑
誌
上
に
置
い
た
と
き
の
百
閒
「
影
」
読
解
の
可
能
性
を
明
ら

か
に
し
た
い
。

　
一
、
創
刊
期
『
文
学
時
代
』
の
特
徴

　　
新
潮
社
発
行
の
『
文
章
倶
楽
部
』
の
後
継
誌
と
し
て
一
九
二
九
年
五
月
に
同
社

か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
文
学
時
代
』
に
つ
い
て
は
、
編
集
を
担
っ
て
い
た
加
藤
武
雄

に
よ
る
解
説
が
あ
る
。『
文
学
時
代
』
は
「
当
時
、
世
相
漸
く
険
し
く
、
一
方
に

は
、
い
は
ゆ
る
「
赤
」
の
思
想
、
一
方
に
は
エ
ロ
、
グ
ロ
の
意
味
を
以
て
、
文
学

を
通
ぜ
ず
し
て
、
生
活
そ
の
も
の
が
直
ち
に
若
き
時
代
の
心
胸
に
喚
び
か
け
る
と

い
ふ
や
う
な
傾
向
が
あ
つ
た
の
で
、
こ
れ
に
応
じ
て
創
刊
さ
れ
た
」
雑
誌
で
あ

り
、「
大
い
に
猟
奇
趣
味
を
と
り
入
れ
て
、
為
め
に
誌
品
を
卑
し
く
し
」
た
こ
と

も
あ
り
「
畢
竟
、
存
在
理
由
の
曖
昧
な
雑
誌
と
し
て
、
短
命
に
了
」
っ
た
と
い

う（
（
（

。
同
誌
に
つ
い
て
保
昌
正
夫
氏
は
「「
新
」
の
強
調
」「「
尖
端
」
意
識
」「「
都

会
風
物
」
や
「
都
会
性
」
へ
の
注
意
」
が
「
雑
誌
の
基
本
線
と
し
て
認
め
ら
れ

る
」
と
し
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
「
創
刊
号
か
ら
、
な
お
一
つ
、
こ
の
雑
誌
の
特
質

と
な
っ
て
い
く
も
の
」
に
「
探
偵
趣
味
」
と
そ
れ
か
ら
繋
が
る
「
猟
奇
趣
味
」
と

を
挙
げ
て
い
る（
（1
（

ほ
か
、
日
高
昭
二
氏
は
「
文
壇
ゴ
シ
ッ
プ
的
な
記
事
」
と
「
い
わ

ゆ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
派
と
芸
術
派
の
混
在
す
る
顔
触
れ
」
に
加
え
「
そ
れ
を
以
て

む
し
ろ
「
新
し
い
時
代
」
を
把
握
す
る
た
め
の
巧
み
な
戦
略
と
も
す
る
方
針
」
が

誌
面
の
方
針
だ
と
論
じ
る（
（（
（

。
一
方
で
古
来
侃
氏
は
「
は
じ
め
の
意
欲
的
な
企
画

も
急
速
に
エ
ロ
、
グ
ロ
、
ナ
ン
セ
ン
ス
、
さ
ら
に
は
猟
奇
的
読
物
類
を
主
と
す

る
よ
う
な
も
の
へ
と
変
貌
す
る
」
こ
と
を
述
べ（
（1
（

、
小
田
切
進
氏
も
「
新
興
芸
術

派
」
と
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
わ
」
の
双
方
か
ら
寄
稿
を
求
め
て
い
た
「
当
時

の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
風
潮
を
最
も
よ
く
反
映
し
た
雑
誌
」
で
あ
り
な
が
ら
、「
当
時

の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
尖
端
を
行
く
編
集
が
わ
ざ
わ
い
し
て
（
中
略
）
し
だ
い
に
猟
奇

趣
味
的
な
色
彩
を
色
こ
く
し
、
文
芸
雑
誌
と
し
て
は
失
敗
に
終
っ
」
た
と
指
摘

し
て
い
る（
（1
（

。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
れ
ば
、『
文
学
時
代
』
は
新
興
芸
術
派
と
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
陣
営
双
方
の
作
家
を
登
用
し
当
時
流
行
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
表
現
を

誌
面
に
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
な
が
ら
、
そ
の
結
果
と
し
て
次
第
に
「
エ
ロ
、 

グ
ロ
、ナ
ン
セ
ン
ス
」「
猟
奇
趣
味
」
と
い
っ
た
方
向
に
傾
斜
し
終
刊
へ
と
至
っ
た

雑
誌
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
は
理
解
で
き
る
。

　
た
だ
、
同
誌
が
追
求
し
て
い
た
と
い
う
「
新
」
し
さ
や
時
代
の
「
尖
端
」
が
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
形
成
す
る
言
説
が
ど
の
よ
う
な
特

徴
を
持
つ
の
か
は
、
一
つ
一
つ
の
記
事
を
詳
細
に
検
討
し
な
け
れ
ば
解
明
で
き
な

い
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
『
文
学
時
代
』
の
創
刊
号
か
ら
百
閒
「
影
」
が
掲
載
さ

れ
た
第
一
巻
第
三
号
ま
で
の
記
事
を
中
心
に
分
析
を
行
い
、創
刊
期
『
文
学
時
代
』

の
特
徴
を
抽
出
す
る
こ
と
で
、
後
の
「
影
」
読
解
の
準
備
と
し
た
い
。

　
創
刊
号
の
第
一
巻
第
一
号
（
一
九
二
九
年
五
月
）
に
は
、「
新
文
芸
・
新
文
化
の
母

胎
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
及
び
ロ
シ
ヤ
」
と
銘
打
っ
て
千
葉
亀
雄
「
機
械
成
熟
時
代

の
芸
術
と
反
抗
意
識
文
学
」
と
新
居
格
「
唯
物
文
学
の
二
態
様
と
そ
の
母
胎
」
が

二
一
六

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
は
「
機
械
成
熟
時
代
の
ア
メ
リ
カ
人
」
の
生
活
に
つ
い

て
「
高
速
度
の
廻
転
と
、百
パ
ァ
セ
ン
ト
の
刺
激
を
含
ん
だ
文
化
で
」「
変
化
が
極

端
に
目
ま
ぐ
る
し
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
、
そ
の
「
刺
激
」
や
「
廻
転
」

「
変
化
」
の
「
速
度
」「
目
ま
ぐ
る
し
」
さ
を
特
徴
と
し
て
抽
出
す
る
。
新
居
の
方

は
ア
メ
リ
カ
文
化
の
「
機
械
時
代
」
に
「
不
必
要
な
る
神
秘
の
追
逐
と
分
析
の
熱

情
」
と
を
読
み
取
る
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
最
先
端
の
日
本
の
文
学
・
文
化
の
「
母

胎
」
と
し
て
ア
メ
リ
カ
文
化
の
特
徴
を
描
出
し
て
い
る
の
だ
が
、
創
刊
期
の
『
文

学
時
代
』
を
確
認
す
れ
ば
、
こ
こ
で
千
葉
が
述
べ
る
「
刺
激
」
の
強
さ
と
そ
れ
に

伴
う
変
化
の
速
さ
、
新
居
が
述
べ
る
「
神
秘
の
追
逐
と
分
析
の
熱
情
」
と
い
っ
た

客
観
的
・
論
理
的
な
明
瞭
さ
や
正
確
さ
の
追
求
こ
そ
が
、
同
誌
の
創
刊
期
に
お
け

る
特
徴
と
し
て
現
前
化
し
て
い
る
二
つ
の
要
素
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
ま
ず
は
過
剰
な
刺
激
と
速
度
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
森
岩
雄
「
芸
術
の
最
尖

端
・
機
械
に
よ
る
表
現
時
代
」（
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
九
年
五
月
）
で
は
、
新
時

代
の
映
画
形
式
で
あ
る
「
ト
オ
キ
イ
」
を
紹
介
し
、「
テ
ム
ポ
の
早
い
、
直
接
的
な

新
鮮
な
、
表
現
力
」「
そ
の
上
に
「
音
響
」
の
魅
力
を
付
加
す
る
」
こ
と
が
「「
ト

オ
キ
イ
」
の
存
在
価
値
」
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
大
宅
壮
一
は
「
近
代

文
学
の
都
会
性
」（
同
前
）
で
現
在
「
時
を
得
顔
に
跳
梁
し
つ
ゝ
あ
る
」「
都
会
文

学
」
を
「
都
会
独
特
の
阿
片
的
な
強
い
魅
力
」
と
「
人
間
の
集
団
」
の
「
多
く
の

魅
力
と
刺
戟
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
と
分
析
す
る
。
勝
本
清
一
郎
「
芸
術
へ

の
「
物
質
」
の
推
進
力
」（
第
一
巻
第
二
号
、
一
九
二
九
年
六
月
）
で
は
機
械
文
明
が

社
会
に
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
感
覚
、
感
情
の
塊
り
を
与
へ
よ
う
と
す
る
」
点
を
指

摘
し
、
千
葉
亀
雄
「
大
衆
文
学
の
理
想
と
現
実
」（
同
前
）
で
は
剣
劇
文
学
は
「
現

代
人
を
吸
収
す
る
心
理
的
魔
術
」
と
し
て
「
刺
戟
が
強
調
さ
れ
」
て
お
り
「
事
件

の
テ
ム
ポ
が
目
ま
ぐ
る
し
く
早
く
、
激
動
的
」
な
う
え
「
人
類
の
闘
争
本
能
と
惨

忍
性
を
或
る
点
ま
で
あ
ふ
る
」
点
が
批
判
的
に
述
べ
ら
れ
る
。
下
村
千
秋
の
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
「
都
会
の
一
情
景
と
し
て
の
暗
黒
街
」（
同
前
）
が
「
酒
と
唄
と
ダ
ン

ス
と
肉
」
と
い
っ
た
「
ス
ポ
ン
テ
ニ
ヤ
ス
な
享
楽
」
を
求
め
る
「
近
代
の
男
」
を

活
写
し
て
い
る
の
も
同
傾
向
の
反
映
と
見
ら
れ
る
。

　
作
品
と
し
て
は
岡
田
三
郎
「
高
速
度
宣
伝
」（
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
九
年
五

月
）
が
、「
神
経
」
が
「
鈍
感
に
な
つ
て
」
い
る
新
聞
読
者
に
効
果
的
に
訴
え
る
た

め
に
突
飛
で
危
険
な
行
為
を
事
件
記
事
と
し
て
掲
載
さ
せ
る
宣
伝
部
員
を
描
く
。

商
品
で
あ
る
「
カ
ヲ
ル
石
鹸
」
自
体
の
価
値
で
は
な
く
宣
伝
の
過
激
さ
に
よ
り
成

功
す
る
と
い
う
本
作
の
内
容
は
、
実
質
よ
り
も
強
い
「
刺
激
」
を
重
視
す
る
創
刊

期
『
文
学
時
代
』
の
特
徴
を
如
実
に
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
片
岡
鉄
兵
・
浅
原

六
朗
・
林
房
雄
・
岡
田
三
郎
に
よ
る
連
作
小
説
「
都
会
交
響
楽
」（
第
一
巻
第
二
号
、

一
九
二
九
年
六
月
）
で
藤
本
春
吉
が
カ
フ
ェ
ー
の
女
給
で
あ
る
お
染
を
「
ブ
ル
ヂ
ヨ

ア
文
化
の
花
園
の
中
に
、
引
摺
り
廻
し
て
や
る
」
こ
と
で
「
マ
ル
ク
ス
病
を
、
ブ

ル
ヂ
ヨ
ア
病
に
引
き
戻
し
て
や
ら
う
」
と
す
る
企
み
を
「
面
白
い
ス
ポ
ー
ツ
」
と

軽
薄
に
考
え
て
い
る
の
も
、
同
誌
の
特
徴
を
反
映
し
た
部
分
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。

　
続
い
て
客
観
的
・
論
理
的
な
明
瞭
さ
に
注
意
を
向
け
る
言
説
を
確
認
し
た
い
。

大
宅
壮
一
「
文
学
青
年
の
社
会
的
意
義
」（
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
九
年
五
月
）
は

「
人
道
主
義
文
学
」
と
比
較
し
つ
つ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
論
じ
る
中
で
「
客
観

的
」「
理
知
的
」
と
い
っ
た
論
理
的
正
確
さ
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
優
れ
た
点
と

し
て
挙
げ
、「
感
情
の
文
学
」
で
あ
り
「
徹
頭
徹
尾
主
観
的
独
断
論
で
あ
る
」「
人

道
主
義
文
学
」
を
批
判
す
る
。
森
岩
雄
「
芸
術
の
最
尖
端
・
機
械
に
よ
る
表
現
時

代
」（
同
前
）
は
「
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
の
登
場
を
予
測
し
、
現
実
を
そ
の
ま
ま
映

す
そ
の
表
現
の
「
百
パ
ー
セ
ン
ト
正
確
」
な
点
を
評
価
し
、「
機
械
に
よ
る
表
現
」

の
「
正
確
」
さ
を
強
調
す
る
。
千
葉
亀
雄
「
大
衆
文
学
の
理
想
と
現
実
」（
第
一
巻

第
二
号
、一
九
二
九
年
六
月
）
は
「
明
日
の
大
衆
文
芸
」
の
要
素
の
一
つ
と
し
て
「
貴

族
的
装
飾
芸
術
の
殻
を
脱
ぎ
棄
て
」
た
「
端
的
で
、
明
晣
で
、
鋭
截
で
、
科
学
的

に
正
確
な
表
現
」
を
重
視
す
る
。
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掲
載
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
は
「
機
械
成
熟
時
代
の
ア
メ
リ
カ
人
」
の
生
活
に
つ
い

て
「
高
速
度
の
廻
転
と
、百
パ
ァ
セ
ン
ト
の
刺
激
を
含
ん
だ
文
化
で
」「
変
化
が
極

端
に
目
ま
ぐ
る
し
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
、
そ
の
「
刺
激
」
や
「
廻
転
」

「
変
化
」
の
「
速
度
」「
目
ま
ぐ
る
し
」
さ
を
特
徴
と
し
て
抽
出
す
る
。
新
居
の
方

は
ア
メ
リ
カ
文
化
の
「
機
械
時
代
」
に
「
不
必
要
な
る
神
秘
の
追
逐
と
分
析
の
熱

情
」
と
を
読
み
取
る
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
最
先
端
の
日
本
の
文
学
・
文
化
の
「
母

胎
」
と
し
て
ア
メ
リ
カ
文
化
の
特
徴
を
描
出
し
て
い
る
の
だ
が
、
創
刊
期
の
『
文

学
時
代
』
を
確
認
す
れ
ば
、
こ
こ
で
千
葉
が
述
べ
る
「
刺
激
」
の
強
さ
と
そ
れ
に

伴
う
変
化
の
速
さ
、
新
居
が
述
べ
る
「
神
秘
の
追
逐
と
分
析
の
熱
情
」
と
い
っ
た

客
観
的
・
論
理
的
な
明
瞭
さ
や
正
確
さ
の
追
求
こ
そ
が
、
同
誌
の
創
刊
期
に
お
け

る
特
徴
と
し
て
現
前
化
し
て
い
る
二
つ
の
要
素
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
ま
ず
は
過
剰
な
刺
激
と
速
度
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
森
岩
雄
「
芸
術
の
最
尖

端
・
機
械
に
よ
る
表
現
時
代
」（
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
九
年
五
月
）
で
は
、
新
時

代
の
映
画
形
式
で
あ
る
「
ト
オ
キ
イ
」
を
紹
介
し
、「
テ
ム
ポ
の
早
い
、
直
接
的
な

新
鮮
な
、
表
現
力
」「
そ
の
上
に
「
音
響
」
の
魅
力
を
付
加
す
る
」
こ
と
が
「「
ト

オ
キ
イ
」
の
存
在
価
値
」
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
大
宅
壮
一
は
「
近
代

文
学
の
都
会
性
」（
同
前
）
で
現
在
「
時
を
得
顔
に
跳
梁
し
つ
ゝ
あ
る
」「
都
会
文

学
」
を
「
都
会
独
特
の
阿
片
的
な
強
い
魅
力
」
と
「
人
間
の
集
団
」
の
「
多
く
の

魅
力
と
刺
戟
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
と
分
析
す
る
。
勝
本
清
一
郎
「
芸
術
へ

の
「
物
質
」
の
推
進
力
」（
第
一
巻
第
二
号
、
一
九
二
九
年
六
月
）
で
は
機
械
文
明
が

社
会
に
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
感
覚
、
感
情
の
塊
り
を
与
へ
よ
う
と
す
る
」
点
を
指

摘
し
、
千
葉
亀
雄
「
大
衆
文
学
の
理
想
と
現
実
」（
同
前
）
で
は
剣
劇
文
学
は
「
現

代
人
を
吸
収
す
る
心
理
的
魔
術
」
と
し
て
「
刺
戟
が
強
調
さ
れ
」
て
お
り
「
事
件

の
テ
ム
ポ
が
目
ま
ぐ
る
し
く
早
く
、
激
動
的
」
な
う
え
「
人
類
の
闘
争
本
能
と
惨

忍
性
を
或
る
点
ま
で
あ
ふ
る
」
点
が
批
判
的
に
述
べ
ら
れ
る
。
下
村
千
秋
の
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
「
都
会
の
一
情
景
と
し
て
の
暗
黒
街
」（
同
前
）
が
「
酒
と
唄
と
ダ
ン

ス
と
肉
」
と
い
っ
た
「
ス
ポ
ン
テ
ニ
ヤ
ス
な
享
楽
」
を
求
め
る
「
近
代
の
男
」
を

活
写
し
て
い
る
の
も
同
傾
向
の
反
映
と
見
ら
れ
る
。

　
作
品
と
し
て
は
岡
田
三
郎
「
高
速
度
宣
伝
」（
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
九
年
五

月
）
が
、「
神
経
」
が
「
鈍
感
に
な
つ
て
」
い
る
新
聞
読
者
に
効
果
的
に
訴
え
る
た

め
に
突
飛
で
危
険
な
行
為
を
事
件
記
事
と
し
て
掲
載
さ
せ
る
宣
伝
部
員
を
描
く
。

商
品
で
あ
る
「
カ
ヲ
ル
石
鹸
」
自
体
の
価
値
で
は
な
く
宣
伝
の
過
激
さ
に
よ
り
成

功
す
る
と
い
う
本
作
の
内
容
は
、
実
質
よ
り
も
強
い
「
刺
激
」
を
重
視
す
る
創
刊

期
『
文
学
時
代
』
の
特
徴
を
如
実
に
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
片
岡
鉄
兵
・
浅
原

六
朗
・
林
房
雄
・
岡
田
三
郎
に
よ
る
連
作
小
説
「
都
会
交
響
楽
」（
第
一
巻
第
二
号
、

一
九
二
九
年
六
月
）
で
藤
本
春
吉
が
カ
フ
ェ
ー
の
女
給
で
あ
る
お
染
を
「
ブ
ル
ヂ
ヨ

ア
文
化
の
花
園
の
中
に
、
引
摺
り
廻
し
て
や
る
」
こ
と
で
「
マ
ル
ク
ス
病
を
、
ブ

ル
ヂ
ヨ
ア
病
に
引
き
戻
し
て
や
ら
う
」
と
す
る
企
み
を
「
面
白
い
ス
ポ
ー
ツ
」
と

軽
薄
に
考
え
て
い
る
の
も
、
同
誌
の
特
徴
を
反
映
し
た
部
分
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。

　
続
い
て
客
観
的
・
論
理
的
な
明
瞭
さ
に
注
意
を
向
け
る
言
説
を
確
認
し
た
い
。

大
宅
壮
一
「
文
学
青
年
の
社
会
的
意
義
」（
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
九
年
五
月
）
は

「
人
道
主
義
文
学
」
と
比
較
し
つ
つ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
論
じ
る
中
で
「
客
観

的
」「
理
知
的
」
と
い
っ
た
論
理
的
正
確
さ
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
優
れ
た
点
と

し
て
挙
げ
、「
感
情
の
文
学
」
で
あ
り
「
徹
頭
徹
尾
主
観
的
独
断
論
で
あ
る
」「
人

道
主
義
文
学
」
を
批
判
す
る
。
森
岩
雄
「
芸
術
の
最
尖
端
・
機
械
に
よ
る
表
現
時

代
」（
同
前
）
は
「
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
の
登
場
を
予
測
し
、
現
実
を
そ
の
ま
ま
映

す
そ
の
表
現
の
「
百
パ
ー
セ
ン
ト
正
確
」
な
点
を
評
価
し
、「
機
械
に
よ
る
表
現
」

の
「
正
確
」
さ
を
強
調
す
る
。
千
葉
亀
雄
「
大
衆
文
学
の
理
想
と
現
実
」（
第
一
巻

第
二
号
、一
九
二
九
年
六
月
）
は
「
明
日
の
大
衆
文
芸
」
の
要
素
の
一
つ
と
し
て
「
貴

族
的
装
飾
芸
術
の
殻
を
脱
ぎ
棄
て
」
た
「
端
的
で
、
明
晣
で
、
鋭
截
で
、
科
学
的

に
正
確
な
表
現
」
を
重
視
す
る
。
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佐
藤
春
夫
「
髯
男
の
木
樵
の
話
」（
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
九
年
五
月
）
に
は
筆

者
「
私
」
に
よ
る
付
記
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
侠
客
と
い
ふ
や
う
な
も
の
が
支
那

に
も
あ
る
か
ど
う
か
」
を
調
べ
て
見
つ
け
た
顧
彩
に
よ
る
本
作
の
原
文
の
信
憑
性

が
「
あ
や
し
」
く
、「
こ
の
話
も
や
つ
ぱ
り
下
手
な
小
説
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と

本
作
の
事
実
性
が
一
旦
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後
「
さ
う
い
ふ
小
説
を
考
へ

る
人
が
あ
り
、
そ
れ
を
共
鳴
す
る
人
が
あ
」
っ
た
の
で
あ
り
、
顧
彩
が
「
わ
が
国

の
侠
客
と
一
味
相
通
ず
る
性
格
を
好
も
し
い
と
考
へ
た
」
以
上
は
「
支
那
に
も
亦
、

我
国
と
や
ゝ
同
じ
や
う
な
侠
客
が
存
在
す
る
と
言
ひ
得
る
」
と
論
を
展
開
し
「
ち

よ
つ
と
理
窟
を
こ
ね
て
み
た
く
な
つ
て
、
読
者
に
は
お
気
の
毒
で
あ
る
」
と
結
ば

れ
る
。
作
品
の
内
容
に
は
直
接
関
係
し
な
い
部
分
で
殊
更
に
―
―
そ
れ
も
半
ば
無

理
や
り
な
形
で
―
―
「
理
窟
」
と
い
う
論
理
性
が
導
入
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
興

味
深
い
。

　
一
方
で
、
以
上
に
確
認
し
た
よ
う
な
刺
激
や
速
度
を
強
調
し
、
客
観
的
・
論
理
的

に
明
確
な
表
現
を
追
求
す
る
こ
と
で
失
わ
れ
る
も
の
に
自
覚
的
な
言
説
も
あ
る
。

尖
端
的
な
文
化
に
つ
い
て
様
々
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
「
新
し
い
」
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
議
論
す
る
新
居
格
・
秦
豊
吉
・
浅
原
六
朗
・
高
田
保
・
大
宅
壮
一
・
勝
本

清
一
郎
・
楢
崎
勤
・
村
山
知
義
・
北
村
喜
八
・
室
生
犀
星
・
佐
左
木
俊
郎
「「
新
」

に
就
て
の
座
談
会
」（
第
一
巻
第
一
号
、一
九
二
九
年
五
月
）
で
浅
原
は
「
速
度
」「
ス

ピ
ー
ド
」
を
「
現
代
の
新
し
さ
」
で
あ
る
と
し
そ
れ
は
「
簡
易
」
だ
と
い
う
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
文
学
に
適
用
す
れ
ば
「
そ
れ
は
よ
り
多
く
直
線
的
な
感
情
を
持
つ

て
ゐ
る
」
表
現
で
あ
る
と
す
る
。
一
方
近
代
建
築
を
例
に
出
す
村
山
は
「
新
し
い

建
築
界
の
傾
向
」
と
し
て
「
合
理
的
で
あ
る
」
こ
と
を
挙
げ
、
秦
も
「
つ
ま
り
そ

の
「
合
理
的
」
と
い
ふ
こ
と
が
一
つ
の
「
新
し
さ
」
な
の
で
す
ね
」
と
そ
れ
を
認

め
る
。
村
山
は
そ
の
よ
う
な
実
用
性
・
合
理
性
が
文
学
の
方
面
へ
入
れ
ば
「
簡
単

明
瞭
に
誰
に
で
も
分
り
、
手
取
早
く
読
め
る
」
文
学
が
尊
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
の

だ
と
言
い
、
浅
原
も
「
大
体
に
簡
易
、
直
截
に
な
つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
は
事
実

で
あ
ら
う
と
思
ふ
」
と
ま
と
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
浅
原
が
そ
の
よ
う
な
合
理
的

文
学
の
主
張
に
対
し
て
「
合
理
的
な
作
品
だ
け
で
人
間
は
満
足
し
な
い
」「
芸
術

と
い
ふ
も
の
は
そ
の
直
線
的
の
合
理
性
を
曲
げ
る
所
に
芸
術
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
新
し
さ
」
を
追
求
す
る
こ
と
で
失
わ
れ
る

も
の
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
し
た
い
。
こ
の
座
談
会
に
も
参
加
し
て
い

る
新
居
は
「
芸
術
と
ス
ピ
ー
ド
の
問
題
に
就
い
て
」（
第
一
巻
第
二
号
、一
九
二
九
年

六
月
）
に
お
い
て
「
社
会
が
ス
ピ
ー
ド
を
も
つ
」
こ
と
で
「
長
篇
小
説
よ
り
も
短

篇
に
、
掌
篇
に
就
く
。
そ
れ
よ
り
も
（
中
略
）
映
画
の
映
象マ
マ

に
就
く
」「
概
略
と
第

一
印
象
と
の
芸
術
が
あ
り
、
文
体
が
省
約
的
に
な
」
る
と
座
談
会
で
出
た
意
見
と

同
様
の
こ
と
を
述
べ
る
ほ
か
、文
学
が
「
主
情
的
主
観
的
以
外
の
も
の
で
は
な
い
」

「
人
間
の
眼
」
だ
け
で
な
く
、「
感
性
を
無
視
し
て
純
客
観
的
に
即
ち
科
学
的
に
物

象
を
写
す
」「
レ
ン
ズ
」
を
も
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
論
じ
る
。
だ
が
そ
の
一

方
で
こ
こ
で
も
、「
ス
ピ
ー
ド
の
受
容
か
ら
事
物
の
本
質
に
た
い
す
る
明
確
な
認
知

を
失
ふ
こ
と
」
へ
の
危
惧
は
や
は
り
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
新

聞
社
・
雑
誌
社
に
求
め
る
人
材
を
訊
ね
た
「
記
者
採
用
の
基
準
」（
第
一
巻
第
三
号
）

で
、現
在
の
若
者
に
つ
い
て
「
い
や
に
小
利
口
だ
が
甚
だ
し
く
根
柢
が
な
い
」「
根

柢
の
な
い
浮
調
子
な
気
分
、
そ
れ
が
新
時
代
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
（
中
略
） 

職
業
を
単
に
職
業
と
し
な
い
で
、
そ
こ
に
趣
味
と
、
一
つ
の
根
深
い
も
の
と
を
持

つ
て
ほ
し
い
」（
島
中
雄
作
「
情
熱
第
一
」）「
現
代
の
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
あ
ま
り

に
当
面
的
で
小
才
が
利
き
す
ぎ
る
」「
も
つ
と
〳
〵
底
力
の
あ
る
、
根
本
的
な
人

間
」「
真
剣
に
仕
事
を
築
き
上
げ
て
行
く
人
」「
人
類
の
行
く
べ
き
処
を
つ
き
究
め

る
と
い
ふ
性
格
こ
そ
望
ま
し
い
」（
山
本
実
彦
「
本
質
的
に
」）
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う

に
、
現
代
人
の
「
根
柢
」
の
な
い
浮
薄
さ
、「
根
本
的
」「
真
剣
」「
つ
き
究
め
る
」

と
い
っ
た
性
質
の
稀
薄
さ
を
批
判
す
る
文
言
も
示
唆
に
富
む
。

　
以
上
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
創
刊
期
『
文
学
時
代
』
の
特
徴
と
し
て
、
直
截

な
刺
激
・
速
度
の
「
目
ま
ぐ
る
し
」
さ
や
客
観
的
・
論
理
的
な
明
瞭
さ
と
正
確
さ

二
一
八

を
追
求
す
る
誌
面
構
成
が
指
摘
で
き
る
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
そ
れ
ら
を
追
い

求
め
た
文
学
が
「
簡
単
明
瞭
に
誰
に
で
も
分
」
か
る
も
の
や
「
概
略
と
第
一
印

象
と
の
芸
術
」
と
な
る
こ
と
で
こ
ぼ
れ
落
ち
る
「
芸
術
」
性
や
「
事
物
の
本
質
」

―
―
そ
れ
を
人
に
な
ぞ
ら
え
れ
ば
「
根
柢
」
に
あ
る
「
根
本
的
」
な
何
か
―
― 

へ
の
言
及
も
散
発
的
に
確
認
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
全
体
と
し
て
強
烈
な
刺
激
・
速

度
や
客
観
的
・
論
理
的
明
瞭
さ
を
求
め
る
結
果
、
分
か
り
や
す
さ
や
表
面
的
な
も

の
の
重
視
へ
と
向
か
う
と
い
う
当
時
の
文
化
的
な
時
代
相
を
誌
面
の
主
調
と
し
な

が
ら
も
、
そ
れ
故
の
あ
る
種
の
〝
深
さ
〟
の
欠
如
へ
の
危
惧
も
垣
間
見
え
る
、
こ

れ
こ
そ
が
創
刊
期
『
文
学
時
代
』
の
誌
面
的
特
徴
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

　
二
、「
探
偵
小
説
特
集
号
」
と
掲
載
作
品

　　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
確
認
し
た
よ
う
な
強
い
刺
激
と
論
理
的
正
確
さ
と
い
っ
た
要

素
は
、
第
一
巻
第
三
号
で
特
集
を
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
探
偵
小
説
に
も
通
底
す

る
特
徴
で
あ
っ
た
。『
文
学
時
代
』
と
探
偵
小
説
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
中
島
河

太
郎
氏
が
同
誌
を
「
終
始
探
偵
小
説
に
好
意
を
持
ち
続
け
た
」
雑
誌
と
し
て
評
価

し（
（1
（

、
長
山
氏
も
探
偵
小
説
の
隆
盛
に
寄
与
し
た
『
新
青
年
』
と
並
べ
る
形
で
、『
文

学
時
代
』
を
「
純
文
学
系
の
文
芸
誌
で
あ
る
と
同
時
に
、〈
も
う
ひ
と
つ
の
探
偵
小

説
誌
〉
だ
っ
た
」
と
述
べ
る（
（1
（

が
、
こ
の
よ
う
な
探
偵
小
説
と
の
親
和
性
は
第
一
節

で
確
認
し
た
誌
面
的
特
徴
と
の
相
性
の
良
さ
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
、
同
誌
掲
載
の
探
偵
小
説
関
連
記
事
を
確
認
す
れ
ば
理
解
で
き
る
。

　
第
一
巻
第
三
号
「
探
偵
小
説
号
」
以
前
に
も
探
偵
小
説
に
関
連
す
る
記
事
は
掲

載
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
村
山
知
義
「
探
偵
趣
味
の
映
画
に
就
て
」（
第
一
巻
第
一

号
、一
九
二
九
年
五
月
）
は
探
偵
映
画
が
流
行
す
る
理
由
を
「
犯
罪
に
対
す
る
興
味
」

「
戦
慄
へ
の
惨
虐
性
へ
の
嗜
好
」
と
い
っ
た
刺
激
を
求
め
る
心
理
と
「
人
間
的
な
事

実
を
冷
静
に
解
剖
推
理
し
よ
う
と
い
ふ
冷
い
科
学
者
的
態
度
の
讃
美
」
と
い
っ
た

第
一
節
で
確
認
し
た
誌
面
特
性
に
沿
っ
て
説
明
す
る
。「
科
学
者
的
態
度
」を
反
映

し
て
か
、
村
山
は
同
評
論
内
で
具
体
的
な
映
画
作
品
を
評
す
る
際
に
も
「
辻
褄
が

合
つ
て
ゐ
た
」、「
筋
も
ち
や
ん
と
辻
褄
が
合
」
っ
て
い
る
、
と
そ
の
論
理
性
を
評

価
し
て
い
る
。
作
品
で
は
小
酒
井
不
木
「
鼻
に
基
く
殺
人
」（
同
前
）
が
あ
る
。
主

人
公
は
弟
の
手
帖
中
に
、
過
失
に
よ
る
事
故
死
と
さ
れ
て
い
た
事
件
が
実
は
電
球

と
火
薬
の
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
た
殺
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ

け
慄
然
と
す
る
が
、
そ
の
結
末
は
弟
が
「
心
の
病
気
」
の
「
安
全
弁
」
と
し
て
自

身
の
想
像
を
書
き
つ
け
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　「
探
偵
小
説
号
」
で
開
か
れ
た
座
談
会
、
江
戸
川
乱
歩
・
甲
賀
三
郎
・
浜
尾
四

郎
・
大
下
宇
陀
児
・
森
下
雨
村
・
加
藤
武
雄
「
探
偵
小
説
座
談
会
」（
第
一
巻
第
三

号
）
で
は
、こ
の
「
鼻
に
基
く
殺
人
」
の
「
安
全
弁
」
と
し
て
の
殺
人
を
念
頭
に
置

い
て
い
る
か
の
よ
う
な
発
言
が
見
ら
れ
る
。
大
下
の
「
一
般
読
者
が
非
常
に
刺
戟

の
強
い
も
の
を
好
む
や
う
に
な
つ
て
来
て
居
る
」、
加
藤
の
「
兎
に
角
「
刺
戟
的
」

と
い
ふ
点
が
近モ
ダ
ー
ニ
ズ
ム

代
主
義
の
一
つ
の
特
徴
な
ん
で
す
ね
」
と
い
う
発
言
に
対
し
て
、

甲
賀
は
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
「
普
通
の
平
凡
に
暮
し
て
居
た
だ
け
で
は
到
底
味
は

ふ
こ
と
の
出
来
な
い
や
う
な
生
活
を
探
偵
小
説
を
読
ん
で
満
足
さ
せ
」
よ
う
と
す

る
読
者
の
態
度
に
よ
る
も
の
だ
と
述
べ
る
。
甲
賀
に
よ
れ
ば
「
何
か
殺
人
と
い
ふ

や
う
な
こ
と
に
対
し
て
興
味
を
持
つ
て
居
る
部
分
が
あ
る
」
が
「
そ
れ
を
ア
ク
シ

ヨ
ン
に
現
す
」
こ
と
が
で
き
な
い
ゆ
え
の
代
替
と
し
て
探
偵
小
説
が
読
ま
れ
て
い

る
と
い
う
。
そ
れ
は
ま
さ
に
「
鼻
に
基
く
殺
人
」
で
弟
が
自
身
の
衝
動
の
「
安
全

弁
」
と
し
て
殺
人
の
詳
細
を
書
き
つ
け
た
と
い
う
構
図
を
読
者
に
置
き
換
え
た
も

の
と
言
え
、
過
去
の
掲
載
作
に
も
さ
か
の
ぼ
り
得
る
形
で
「
刺
戟
」
が
探
偵
小
説

を
形
成
す
る
要
素
と
し
て
強
調
さ
れ
る
。
一
方
、
加
藤
は
「
神
経
時
代
と
言
ひ
ま

す
か
、
理
智
時
代
と
言
ひ
ま
す
か
、
さ
う
い
ふ
方
面
に
も
探
偵
小
説
流
行
に
積
極

的
な
理
由
が
あ
る
と
思
ふ
」
と
し
、
甲
賀
も
「
少
く
と
も
論
理
的
に
な
つ
て
居
る

で
せ
う
」
と
「
論
理
的
」
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
理
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を
追
求
す
る
誌
面
構
成
が
指
摘
で
き
る
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
そ
れ
ら
を
追
い

求
め
た
文
学
が
「
簡
単
明
瞭
に
誰
に
で
も
分
」
か
る
も
の
や
「
概
略
と
第
一
印

象
と
の
芸
術
」
と
な
る
こ
と
で
こ
ぼ
れ
落
ち
る
「
芸
術
」
性
や
「
事
物
の
本
質
」

―
―
そ
れ
を
人
に
な
ぞ
ら
え
れ
ば
「
根
柢
」
に
あ
る
「
根
本
的
」
な
何
か
―
― 

へ
の
言
及
も
散
発
的
に
確
認
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
全
体
と
し
て
強
烈
な
刺
激
・
速

度
や
客
観
的
・
論
理
的
明
瞭
さ
を
求
め
る
結
果
、
分
か
り
や
す
さ
や
表
面
的
な
も

の
の
重
視
へ
と
向
か
う
と
い
う
当
時
の
文
化
的
な
時
代
相
を
誌
面
の
主
調
と
し
な

が
ら
も
、
そ
れ
故
の
あ
る
種
の
〝
深
さ
〟
の
欠
如
へ
の
危
惧
も
垣
間
見
え
る
、
こ

れ
こ
そ
が
創
刊
期
『
文
学
時
代
』
の
誌
面
的
特
徴
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

　
二
、「
探
偵
小
説
特
集
号
」
と
掲
載
作
品

　　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
確
認
し
た
よ
う
な
強
い
刺
激
と
論
理
的
正
確
さ
と
い
っ
た
要

素
は
、
第
一
巻
第
三
号
で
特
集
を
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
探
偵
小
説
に
も
通
底
す

る
特
徴
で
あ
っ
た
。『
文
学
時
代
』
と
探
偵
小
説
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
中
島
河

太
郎
氏
が
同
誌
を
「
終
始
探
偵
小
説
に
好
意
を
持
ち
続
け
た
」
雑
誌
と
し
て
評
価

し（
（1
（

、
長
山
氏
も
探
偵
小
説
の
隆
盛
に
寄
与
し
た
『
新
青
年
』
と
並
べ
る
形
で
、『
文

学
時
代
』
を
「
純
文
学
系
の
文
芸
誌
で
あ
る
と
同
時
に
、〈
も
う
ひ
と
つ
の
探
偵
小

説
誌
〉
だ
っ
た
」
と
述
べ
る（
（1
（

が
、
こ
の
よ
う
な
探
偵
小
説
と
の
親
和
性
は
第
一
節

で
確
認
し
た
誌
面
的
特
徴
と
の
相
性
の
良
さ
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
、
同
誌
掲
載
の
探
偵
小
説
関
連
記
事
を
確
認
す
れ
ば
理
解
で
き
る
。

　
第
一
巻
第
三
号
「
探
偵
小
説
号
」
以
前
に
も
探
偵
小
説
に
関
連
す
る
記
事
は
掲

載
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
村
山
知
義
「
探
偵
趣
味
の
映
画
に
就
て
」（
第
一
巻
第
一

号
、一
九
二
九
年
五
月
）
は
探
偵
映
画
が
流
行
す
る
理
由
を
「
犯
罪
に
対
す
る
興
味
」

「
戦
慄
へ
の
惨
虐
性
へ
の
嗜
好
」
と
い
っ
た
刺
激
を
求
め
る
心
理
と
「
人
間
的
な
事

実
を
冷
静
に
解
剖
推
理
し
よ
う
と
い
ふ
冷
い
科
学
者
的
態
度
の
讃
美
」
と
い
っ
た

第
一
節
で
確
認
し
た
誌
面
特
性
に
沿
っ
て
説
明
す
る
。「
科
学
者
的
態
度
」を
反
映

し
て
か
、
村
山
は
同
評
論
内
で
具
体
的
な
映
画
作
品
を
評
す
る
際
に
も
「
辻
褄
が

合
つ
て
ゐ
た
」、「
筋
も
ち
や
ん
と
辻
褄
が
合
」
っ
て
い
る
、
と
そ
の
論
理
性
を
評

価
し
て
い
る
。
作
品
で
は
小
酒
井
不
木
「
鼻
に
基
く
殺
人
」（
同
前
）
が
あ
る
。
主

人
公
は
弟
の
手
帖
中
に
、
過
失
に
よ
る
事
故
死
と
さ
れ
て
い
た
事
件
が
実
は
電
球

と
火
薬
の
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
た
殺
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ

け
慄
然
と
す
る
が
、
そ
の
結
末
は
弟
が
「
心
の
病
気
」
の
「
安
全
弁
」
と
し
て
自

身
の
想
像
を
書
き
つ
け
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　「
探
偵
小
説
号
」
で
開
か
れ
た
座
談
会
、
江
戸
川
乱
歩
・
甲
賀
三
郎
・
浜
尾
四

郎
・
大
下
宇
陀
児
・
森
下
雨
村
・
加
藤
武
雄
「
探
偵
小
説
座
談
会
」（
第
一
巻
第
三

号
）
で
は
、こ
の
「
鼻
に
基
く
殺
人
」
の
「
安
全
弁
」
と
し
て
の
殺
人
を
念
頭
に
置

い
て
い
る
か
の
よ
う
な
発
言
が
見
ら
れ
る
。
大
下
の
「
一
般
読
者
が
非
常
に
刺
戟

の
強
い
も
の
を
好
む
や
う
に
な
つ
て
来
て
居
る
」、
加
藤
の
「
兎
に
角
「
刺
戟
的
」

と
い
ふ
点
が
近モ
ダ
ー
ニ
ズ
ム

代
主
義
の
一
つ
の
特
徴
な
ん
で
す
ね
」
と
い
う
発
言
に
対
し
て
、

甲
賀
は
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
「
普
通
の
平
凡
に
暮
し
て
居
た
だ
け
で
は
到
底
味
は

ふ
こ
と
の
出
来
な
い
や
う
な
生
活
を
探
偵
小
説
を
読
ん
で
満
足
さ
せ
」
よ
う
と
す

る
読
者
の
態
度
に
よ
る
も
の
だ
と
述
べ
る
。
甲
賀
に
よ
れ
ば
「
何
か
殺
人
と
い
ふ

や
う
な
こ
と
に
対
し
て
興
味
を
持
つ
て
居
る
部
分
が
あ
る
」
が
「
そ
れ
を
ア
ク
シ

ヨ
ン
に
現
す
」
こ
と
が
で
き
な
い
ゆ
え
の
代
替
と
し
て
探
偵
小
説
が
読
ま
れ
て
い

る
と
い
う
。
そ
れ
は
ま
さ
に
「
鼻
に
基
く
殺
人
」
で
弟
が
自
身
の
衝
動
の
「
安
全

弁
」
と
し
て
殺
人
の
詳
細
を
書
き
つ
け
た
と
い
う
構
図
を
読
者
に
置
き
換
え
た
も

の
と
言
え
、
過
去
の
掲
載
作
に
も
さ
か
の
ぼ
り
得
る
形
で
「
刺
戟
」
が
探
偵
小
説

を
形
成
す
る
要
素
と
し
て
強
調
さ
れ
る
。
一
方
、
加
藤
は
「
神
経
時
代
と
言
ひ
ま

す
か
、
理
智
時
代
と
言
ひ
ま
す
か
、
さ
う
い
ふ
方
面
に
も
探
偵
小
説
流
行
に
積
極

的
な
理
由
が
あ
る
と
思
ふ
」
と
し
、
甲
賀
も
「
少
く
と
も
論
理
的
に
な
つ
て
居
る

で
せ
う
」
と
「
論
理
的
」
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
理
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智
的
・
論
理
的
特
徴
も
現
前
化
さ
れ
る
。
加
え
て
、
乱
歩
が
「
表
面
的
な
、
唯
、

人
を
殺
す
と
刑
事
が
出
て
来
て
追
駈
け
る
、
さ
う
い
ふ
物
を
読
む
が
、
併
し
本
当

の
探
偵
小
説
の
骨
と
い
ふ
も
の
を
読
ん
で
居
る
人
は
非
常
に
少
い
」
と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、「
表
面
的
」
な
読
解
に
よ
っ
て
「
骨
」
＝
〝
深
さ
〟
が
読
ま
れ
な
い
事

態
に
対
す
る
批
判
的
な
指
摘
も
掬
い
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
他
の
同
号
探
偵
小
説
関
連
記
事
を
確
認
す
れ
ば
、「
奇
を
求
め
、
冒
険
を
好
み
、

反
逆
や
、
破
壊
に
血
を
躍
ら
せ
る
読
者
」
の
「
嗜
好
」
や
「
知
的
方
面
に
、
ま
す

〳
〵
厖
大
し
て
行
く
現
代
人
の
頭
」
に
適
っ
て
い
る
こ
と
が
「
怪
奇
的
な
事
件
」

に
「
科
学
的
な
肉
付
け
」
を
施
し
た
探
偵
小
説
が
流
行
し
て
い
る
根
拠
だ
と
説
く

中
村
武
羅
夫
「
現
下
文
壇
の
諸
相
と
諸
作
家
」
や
、
探
偵
小
説
は
「
筋
が
論
理
的

に
整
然
と
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
」
と
「
読
者
に
サ
ス
ペ
ン
ス
を
も
た
せ
」

「
テ
ン
ポ
の
速
い
と
い
ふ
事
」
を
条
件
と
す
る
た
め
「
細
々
し
い
描
写
は
、そ
れ
が

ど
ん
な
に
文
学
的
に
秀
れ
て
ゐ
て
も
」「
排
斥
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
断
ず
る
平

林
初
之
輔
「
現
下
文
壇
と
探
偵
小
説
」、
探
偵
映
画
の
ポ
ス
タ
ー
画
像
を
示
し
な

が
ら
「
と
に
か
く
探
偵
物
の
ポ
ス
タ
ア
は
、
出
来
る
だ
け
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な

も
の
に
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
が
事
実
で
あ
る
」
と
述
べ
る
本
間
久
雄
「
英
国
に

於
け
る
探
偵
劇
の
ポ
ス
タ
ア
」、「
近
代
文
明
の
影
響
は
漸
次
刺
戟
と
高
速
度
的
新

興
味
に
読
者
を
誘
導
し
て
、
探
偵
文
学
に
対
す
る
感
興
は
近
代
人
の
や
み
が
た
い

要
求
と
も
な
つ
て
来
た
」
と
論
じ
る
森
下
雨
村
「
日
本
探
偵
小
説
発
達
史
」
が
あ

る
。「
枚
数
の
都
合
上
、
抄
訳
の
形
を
と
つ
た
」
と
い
う
付
記
の
通
り
、
結
果
と
し

て
物
語
の
概
略
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ア
シ
ュ
ト
ン
・
ウ
ォ
ル

フ
著
・
小
野
浩
訳
「
妖
術
（
探
偵
事
実
物
語
）」
も
物
語
の
骨
格
だ
け
を
叙
述
す
る

こ
と
で
失
わ
れ
る
も
の
を
読
者
に
意
識
さ
せ
る
（
以
上
、
す
べ
て
第
一
巻
第
三
号
）。

　
こ
れ
ら
の
記
事
を
見
れ
ば
、「
刺
戟
」
や
「
テ
ン
ポ
」
の
早
さ
に
「
論
理
的
」
な

構
成
と
い
う
、『
文
学
時
代
』
の
誌
面
的
特
徴
に
相
応
し
た
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
「
探

偵
小
説
号
」
の
特
集
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
記

事
の
中
に
も
、
読
み
飛
ば
さ
れ
る
「
骨
」
へ
の
危
惧
が
記
さ
れ
て
い
る
の
も
第
一

節
で
確
認
し
た
も
の
と
同
様
の
傾
向
で
あ
る
。以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

特
集
に
掲
載
さ
れ
た
「
探
偵
小
説
」
作
品
に
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る

の
か
、
ま
ず
は
百
閒
「
影
」
以
外
の
四
作
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
岡
田
三
郎
「
早
慶
戦
悲
話
」
は
あ
る
転
落
事
件
が
事
故
か
他
殺
か
を
探
偵
の
茨

木
龍
二
が
探
る
う
ち
に
、
被
疑
者
と
し
て
「
早
稲
田
び
い
き
」
の
「
洋
服
の
男
」

が
浮
か
び
上
が
り
、
遂
に
そ
の
正
体
を
突
き
止
め
る
と
い
う
筋
で
あ
る
。
尾
崎
士

郎
「
幻
想
の
拷
問
室
―
―
上
海
生
活
の
記
録
か
ら
―
―
」
は
夜
中
に
「
怪
異
」
を

起
こ
す
と
い
う
い
わ
く
の
あ
る
「
奇
怪
な
画
」
を
掛
け
た
部
屋
で
眠
っ
た
「
わ
た

し
」
が
、
実
際
に
聞
い
て
い
た
通
り
の
「
怪
異
」
に
出
会
う
が
、
後
に
額
縁
の
血

痕
は
絵
具
の
色
で
あ
り
、「
怪
異
」
は
「
わ
た
し
」
の
「
幻
覚
」
で
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
間
宮
茂
輔
「
Ｓ
岬
の
灯
台
」
は
姫
村
と
野
島
の

二
人
の
灯
台
守
を
巡
る
物
語
で
、
自
身
の
妻
と
野
島
が
不
貞
を
行
っ
て
い
る
と
姫

村
は
疑
う
が
、
姫
村
が
そ
の
根
拠
と
し
た
人
影
は
実
は
壁
の
穴
か
ら
漏
れ
た
灯
台

の
光
に
よ
り
姫
村
自
身
の
影
が
映
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
結
末
と
な
っ
て
い

る
。
甲
賀
三
郎
「
発
声
フ
イ
ル
ム
」
は
理
学
博
士
井
川
友
一
が
夫
人
の
不
貞
を
疑

い
、
声
を
録
音
で
き
る
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
ア
リ
バ
イ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
た
殺
人
を

行
う
が
そ
の
仕
掛
け
が
些
細
な
偶
然
か
ら
露
呈
す
る
顛
末
を
描
い
た
本
格
探
偵
小

説
で
あ
る
。

　
一
見
し
て
理
解
さ
れ
る
の
は
、
四
作
品
全
て
で
殺
人
事
件
や
男
女
関
係
、
怪
異

と
い
っ
た
刺
激
的
な
素
材
、
野
球
や
発
声
フ
ィ
ル
ム
と
い
っ
た
最
先
端
の
風
俗
・

科
学
技
術
を
取
り
入
れ
て
、
読
者
の
興
味
に
訴
え
て
い
る
点
だ
ろ
う
。
そ
の
点
で

は
、
不
気
味
な
不
幸
の
連
鎖
と
い
う
異
常
な
事
態
が
描
か
れ
る
「
影
」
も
大
き
く

変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
四
作
品
全
て
で
そ
こ
に
描
か
れ
る
事
件
が
合
理

的
・
論
理
的
な
解
決
を
み
る
こ
と
は
「
影
」
と
の
大
き
な
差
異
と
し
て
重
要
で
あ

る
。「
早
慶
戦
悲
話
」「
発
声
フ
イ
ル
ム
」
は
事
件
の
中
心
人
物
や
ト
リ
ッ
ク
が
明

二
二
〇

瞭
な
形
で
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
り
、「
幻
想
の
拷
問
室
―
―
上
海
生
活
の
記
録
か

ら
―
―
」「
Ｓ
岬
の
灯
台
」
は
そ
れ
ぞ
れ
異
常
な
状
況
を
描
き
な
が
ら
そ
の
原
因

が
「
水
鳥
の
羽
音
に
お
ど
ろ
く
」
ほ
ど
の
小
心
や
「
灯
室
の
光
線
」
に
よ
る
人
影

と
い
っ
た
合
理
的
に
理
解
で
き
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
る
。

　
で
は
、そ
れ
ら
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
「
探
偵
小
説
号
」
の
上
に
置
い
た
と
き
、

知
人
の
不
幸
の
原
因
に
合
理
的
な
解
釈
が
示
さ
れ
ぬ
ま
ま
展
開
す
る
百
閒
「
影
」

を
ど
の
よ
う
に
読
解
で
き
る
の
か
。
次
節
に
て
「
影
」
本
文
の
読
解
を
行
い
、
そ

の
結
果
が
誌
面
的
特
徴
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
考
え
た
い
。

　
三
、「
私
」
の
「
恨
」
と
「
い
や
な
形
」
の
影

　　「
影
（
（1
（

」
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

　

　
私
は
忌
ま
忌
ま
し
い
け
れ
ど
、
矢
つ
張
り
Ⅹ
に
ど
こ
か
の
口
を
頼
み
込
む

よ
り
外
に
、
方
法
が
な
か
つ
た
。

　
或
は
、
Ⅹ
の
方
で
は
、
君
の
お
世
話
は
、
も
う
御
免
だ
と
云
ふ
か
も
知
れ

な
か
つ
た
。

　
し
か
し
、
私
と
し
て
は
、
そ
ん
な
事
は
云
は
せ
な
い
つ
も
り
だ
つ
た
。
今

度
の
解
職
は
、
一
つ
に
Ⅹ
の
所
為
だ
と
、
私
は
思
つ
て
ゐ
る
。

　　「
私
」は「
解
職
」さ
れ
た
せ
い
で
経
済
的
に
逼
迫
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

そ
の
後
も
「
今
、
差
し
当
り
幾
ら
か
の
金
を
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
、
毎
日
を
過
ご

す
に
も
色
々
差
し
つ
か
へ
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
金
銭
的
な
困
窮
は
続
く
。
作
品

が
発
表
さ
れ
た
一
九
二
九
年
七
月
は
金
融
恐
慌
へ
と
繋
が
る
不
安
定
な
経
済
状
況

か
ら
失
業
者
が
増
加
す
る
時
期
で
あ
り（
（1
（

、
当
時
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
た
記
述
と

な
っ
て
い
る
。
同
時
代
的
に
現
実
感
を
伴
っ
た
切
実
な
問
題
で
あ
る
上
、「
私
」
が

「
部
屋
の
向
う
の
隅
に
子
供
を
抱
い
て
寝
て
ゐ
る
妻
の
顔
」を
見
る
場
面
か
ら
も
わ

か
る
通
り
、
妻
子
を
持
つ
身
で
あ
る
こ
と
も
そ
の
困
窮
の
不
安
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
私
」
は
引
用
部
の
よ
う
に
、
自
身
の
解
職

の
原
因
と
思
っ
て
い
る
Ｘ
に
「
忌
ま
忌
ま
し
い
」
気
持
ち
を
抑
え
て
「
ど
こ
か
の

口
を
頼
み
込
」
ん
だ
り
、「
も
う
五
六
年
も
会
つ
た
こ
と
の
な
い
Ｙ
さ
ん
」
に
「
必

要
に
迫
ら
れ
て
」
借
金
を
頼
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
Ｚ
へ
の
言
葉
通

り
「
僕
の
う
ち
の
死
活
に
か
ゝ
は
る
事
」
な
の
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
だ
け
に
、「
私
」
の
訪
問
に
応
じ
な
い
Ｘ
へ
の
怒
り
は

激
し
い
も
の
と
な
る
。
先
に
も
触
れ
た
が
、
そ
も
そ
も
解
職
の
原
因
を
Ⅹ
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
「
私
」
に
と
っ
て
Ｘ
家
へ
の
訪
問
は
「
忌
ま
忌
ま
し
い
」
も
の
で

あ
り
、
留
守
だ
と
聞
い
た
際
に
は
「
そ
ん
な
筈
は
な
い
様
な
気
が
し
」
て
「
居
留

守
を
つ
か
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
つ
」
て
も
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
Ⅹ
へ
の
悪
感
情
は
Ｘ
の
妻
に
「
恨
」
と
し
て
認
知
さ
れ
、
そ
の
結

果
と
し
て
Ｘ
の
子
供
が
死
ん
だ
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
私
」
は

Ｙ
の
言
葉
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
の
「
私
」
の
反
応
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　

 

「
ど
う
も
こ
れ
は
大
変
な
事
に
な
る
も
の
で
す
ね
。う
つ
か
り
人
の
家
を
訪

ね
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
ね
。」

さ
う
云
つ
て
私
は
笑
つ
た
。
さ
う
し
て
、
笑
ひ
な
が
ら
、
相
手
の
目
色
を
窺

は
ず
に
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。

　　
こ
こ
に
は
Ｘ
の
息
子
の
死
を
単
な
る
偶
然
と
し
て
「
笑
」
う
こ
と
で
自
身
の

「
恨
」
と
の
因
果
関
係
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
心
理
と
、そ
れ
に
対
す
る
相
手
の
反

応
を
「
窺
は
ず
に
ゐ
ら
れ
な
」
い
一
抹
の
不
安
感
と
が
せ
め
ぎ
あ
う
、「
私
」
の
内

面
の
状
態
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
。「
影
」
で
は
こ
の
「
恨
」
と
周
囲
に
起
こ
る
凶

内
田
百
閒
「
影
」
論

二
二
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瞭
な
形
で
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
り
、「
幻
想
の
拷
問
室
―
―
上
海
生
活
の
記
録
か

ら
―
―
」「
Ｓ
岬
の
灯
台
」
は
そ
れ
ぞ
れ
異
常
な
状
況
を
描
き
な
が
ら
そ
の
原
因

が
「
水
鳥
の
羽
音
に
お
ど
ろ
く
」
ほ
ど
の
小
心
や
「
灯
室
の
光
線
」
に
よ
る
人
影

と
い
っ
た
合
理
的
に
理
解
で
き
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
る
。

　
で
は
、そ
れ
ら
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
「
探
偵
小
説
号
」
の
上
に
置
い
た
と
き
、

知
人
の
不
幸
の
原
因
に
合
理
的
な
解
釈
が
示
さ
れ
ぬ
ま
ま
展
開
す
る
百
閒
「
影
」

を
ど
の
よ
う
に
読
解
で
き
る
の
か
。
次
節
に
て
「
影
」
本
文
の
読
解
を
行
い
、
そ

の
結
果
が
誌
面
的
特
徴
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
考
え
た
い
。

　
三
、「
私
」
の
「
恨
」
と
「
い
や
な
形
」
の
影

　　「
影
（
（1
（

」
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

　

　
私
は
忌
ま
忌
ま
し
い
け
れ
ど
、
矢
つ
張
り
Ⅹ
に
ど
こ
か
の
口
を
頼
み
込
む

よ
り
外
に
、
方
法
が
な
か
つ
た
。

　
或
は
、
Ⅹ
の
方
で
は
、
君
の
お
世
話
は
、
も
う
御
免
だ
と
云
ふ
か
も
知
れ

な
か
つ
た
。

　
し
か
し
、
私
と
し
て
は
、
そ
ん
な
事
は
云
は
せ
な
い
つ
も
り
だ
つ
た
。
今

度
の
解
職
は
、
一
つ
に
Ⅹ
の
所
為
だ
と
、
私
は
思
つ
て
ゐ
る
。

　　「
私
」は「
解
職
」さ
れ
た
せ
い
で
経
済
的
に
逼
迫
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

そ
の
後
も
「
今
、
差
し
当
り
幾
ら
か
の
金
を
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
、
毎
日
を
過
ご

す
に
も
色
々
差
し
つ
か
へ
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
金
銭
的
な
困
窮
は
続
く
。
作
品

が
発
表
さ
れ
た
一
九
二
九
年
七
月
は
金
融
恐
慌
へ
と
繋
が
る
不
安
定
な
経
済
状
況

か
ら
失
業
者
が
増
加
す
る
時
期
で
あ
り（
（1
（

、
当
時
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
た
記
述
と

な
っ
て
い
る
。
同
時
代
的
に
現
実
感
を
伴
っ
た
切
実
な
問
題
で
あ
る
上
、「
私
」
が

「
部
屋
の
向
う
の
隅
に
子
供
を
抱
い
て
寝
て
ゐ
る
妻
の
顔
」を
見
る
場
面
か
ら
も
わ

か
る
通
り
、
妻
子
を
持
つ
身
で
あ
る
こ
と
も
そ
の
困
窮
の
不
安
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
私
」
は
引
用
部
の
よ
う
に
、
自
身
の
解
職

の
原
因
と
思
っ
て
い
る
Ｘ
に
「
忌
ま
忌
ま
し
い
」
気
持
ち
を
抑
え
て
「
ど
こ
か
の

口
を
頼
み
込
」
ん
だ
り
、「
も
う
五
六
年
も
会
つ
た
こ
と
の
な
い
Ｙ
さ
ん
」
に
「
必

要
に
迫
ら
れ
て
」
借
金
を
頼
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
Ｚ
へ
の
言
葉
通

り
「
僕
の
う
ち
の
死
活
に
か
ゝ
は
る
事
」
な
の
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
だ
け
に
、「
私
」
の
訪
問
に
応
じ
な
い
Ｘ
へ
の
怒
り
は

激
し
い
も
の
と
な
る
。
先
に
も
触
れ
た
が
、
そ
も
そ
も
解
職
の
原
因
を
Ⅹ
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
「
私
」
に
と
っ
て
Ｘ
家
へ
の
訪
問
は
「
忌
ま
忌
ま
し
い
」
も
の
で

あ
り
、
留
守
だ
と
聞
い
た
際
に
は
「
そ
ん
な
筈
は
な
い
様
な
気
が
し
」
て
「
居
留

守
を
つ
か
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
つ
」
て
も
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
Ⅹ
へ
の
悪
感
情
は
Ｘ
の
妻
に
「
恨
」
と
し
て
認
知
さ
れ
、
そ
の
結

果
と
し
て
Ｘ
の
子
供
が
死
ん
だ
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
私
」
は

Ｙ
の
言
葉
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
の
「
私
」
の
反
応
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　

 

「
ど
う
も
こ
れ
は
大
変
な
事
に
な
る
も
の
で
す
ね
。う
つ
か
り
人
の
家
を
訪

ね
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
ね
。」

さ
う
云
つ
て
私
は
笑
つ
た
。
さ
う
し
て
、
笑
ひ
な
が
ら
、
相
手
の
目
色
を
窺

は
ず
に
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。

　　
こ
こ
に
は
Ｘ
の
息
子
の
死
を
単
な
る
偶
然
と
し
て
「
笑
」
う
こ
と
で
自
身
の

「
恨
」
と
の
因
果
関
係
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
心
理
と
、そ
れ
に
対
す
る
相
手
の
反

応
を
「
窺
は
ず
に
ゐ
ら
れ
な
」
い
一
抹
の
不
安
感
と
が
せ
め
ぎ
あ
う
、「
私
」
の
内

面
の
状
態
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
。「
影
」
で
は
こ
の
「
恨
」
と
周
囲
に
起
こ
る
凶

内
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事
と
の
因
果
関
係
の
有
無
を
め
ぐ
る
「
私
」
の
不
安
が
中
心
的
な
主
題
と
し
て
描

か
れ
る
が
、
そ
の
不
安
の
内
実
を
知
る
た
め
に
も
、「
私
」
が
Ｘ
の
子
供
の
死
を

知
っ
た
際
に
次
の
二
つ
の
事
柄
を
想
起
し
、
す
ぐ
に
否
定
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に

着
目
し
た
い
。

　「
私
」
は
Ｙ
か
ら
「
坊
ち
や
ん
が
亡
く
な
つ
た
さ
う
で
す
よ
」
と
聞
か
さ
れ
る

と
「
昨
夜
の
夢
、
一
昨
日
の
泣
き
声
が
、
ち
ら
り
と
心
に
浮
か
び
か
け
た
」
が
そ

れ
を
「
あ
わ
て
ゝ
塗
り
消
し
た
」
と
い
う
。
こ
の
反
応
か
ら
、「
私
」
は
Ｘ
の
子
の

死
と
「
昨
夜
の
夢
、
一
昨
日
の
泣
き
声
」
に
何
ら
か
の
繋
が
り
を
感
じ
て
い
る
と

推
測
で
き
る
。「
昨
夜
の
夢
」
と
は
「
私
」
が
「
Ｘ
の
男
の
子
を
抱
へ
て
、土
手
の

上
を
走
つ
て
」
い
る
と
「
大
き
な
虫
の
腹
の
様
」
な
土
手
が
広
が
っ
た
り
動
い
た

り
し
て
、「
Ⅹ
の
子
を
抱
い
た
な
り
、
も
が
き
廻
つ
て
ゐ
る
う
ち
に
」
目
覚
め
た
と

い
う
も
の
で
、「
夢
の
中
の
息
づ
か
ひ
が
、
目
の
さ
め
た
後
も
ま
だ
聞
こ
え
る
様
に

思
は
れ
た
」
ほ
ど
の
実
感
を
伴
っ
て
い
た
。

　「
私
」
に
と
っ
て
は
夢
の
中
と
い
う
意
識
外
で
「
Ｘ
の
男
の
子
を
抱
へ
て
、
土

手
の
上
を
走
」
る
感
覚
を
味
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
理
由
も
分
か
ら
な
い
ま
ま

無
自
覚
に
行
動
し
た
り
制
御
で
き
な
い
心
情
を
抱
い
た
り
す
る
場
面
は
こ
の
他
に

も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
Ｘ
の
家
を
辞
去
す
る
際
に
彼
の
家
の
周
囲
を

「
何
と
云
ふ
あ
て
も
な
く
、又
ど
う
云
ふ
気
持
と
云
ふ
程
の
は
つ
き
り
し
た
意
識
も

な
く
」「
一
廻
り
し
た
」
と
い
う
場
面
で
は
、一
周
し
た
後
に
も
「
私
は
急
に
得
体

0

0

の
知
れ
な
い

0

0

0

0

0

身
ぶ
る
ひ
を
感
じ
」
て
い
る
。
そ
の
後
の
Ｙ
を
訪
ね
る
道
中
に
「
黒

雲
の
や
う
な
も
の
ゝ
中
を
行
く
の
が
、
何
故
と
云
ふ
こ
と
も
な
く
私
の
心
を
躍
ら

す
ら
し
」
い
と
感
じ
る
の
も
理
由
不
明
の
感
情
が
生
起
す
る
場
面
で
あ
る
。
細
か

な
箇
所
で
は
、
Ｘ
の
家
の
潜
り
戸
を
閉
め
る
際
、
自
分
で
閉
め
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
自
分
で
び
つ
く
り
す
る
や
う
な
音
が
し
た
」
と
い
う
の
も
類
似
の
事
象
だ
ろ

う
。
以
上
の
描
写
に
は
、「
得
体
の
知
れ
な
い
身
ぶ
る
ひ
を
感
じ
」
た
、「
び
つ
く

り
す
る
」、「
私
の
心
を
躍
ら
す
」
と
い
っ
た
「
私
」
の
実
感
が
描
き
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。

　「
私
」が
無
自
覚
な
ま
ま
統
御
で
き
な
い
何
か
に
動
か
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な

事
態
を
実
感
と
共
に
描
く
こ
れ
ら
の
描
写
は
、
無
意
識
下
の
夢
中
の
出
来
事
で
あ

り
な
が
ら
、
そ
の
「
息
づ
か
ひ
が
、
目
の
さ
め
た
後
も
ま
だ
聞
こ
え
る
様
に
思
は

れ
」
る
と
い
う
感
覚
と
共
に
描
か
れ
る
「
昨
夜
の
夢
」
に
も
連
な
る
経
験
と
言
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
夢
の
体
験
は
、
Ｙ
か
ら
「
Ｘ
君
が
君
の
恨
を
買

つ
た
も
の
だ
か
ら
、
と
云
ふ
様
な
話
」
を
聞
か
さ
れ
た
こ
と
で
、「
私
」
が
無
自

覚
な
内
に
自
ら
「
忌
ま
忌
ま
し
い
」
Ｘ
の
子
を
土
手
の
「
向
う
の
方
」
に
連
れ
て

行
っ
た
と
い
う
意
味
を
孕
む
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
「
私
」
が
「
心
に

浮
か
び
」
そ
う
に
な
り
「
あ
わ
て
ゝ
塗
り
消
し
た
」
の
は
、
自
身
が
無
自
覚
か
つ

制
御
で
き
な
い
形
で
相
手
に
不
幸
を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
な
の

で
あ
っ
た
。
他
の
例
も
、
Ｘ
と
の
対
面
に
失
敗
し
た
後
で
あ
っ
た
り
、
後
に
病
臥

す
る
こ
と
と
な
る
Ｙ
に
会
い
に
行
く
途
中
で
あ
っ
た
り
と
、「
私
」
が
そ
の
よ
う
な

存
在
で
あ
る
可
能
性
を
強
化
す
る
描
写
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
作
中
で
「
私
」
の
制
御
が
及
ば
な
い
、
無
自
覚
に
発
露
す
る
感
情
の

最
た
る
も
の
は
、
Ｙ
の
言
う
「
恨
」
や
怒
り
の
感
情
で
あ
る
。
Ｘ
に
続
け
て
Ｙ
に

無
心
の
相
談
を
し
て
い
る
際
も
、
金
を
出
し
渋
る
Ｙ
に
対
し
て
「
私
」
は
「
い
ら

〳
〵
し
て
」
い
る
し
、
Ｚ
に
対
し
て
も
「
持
つ
て
行
き
ど
こ
ろ
の
な
い
腹
立
た
し

さ
」
や
「
不
快
な
気
持
」
を
隠
さ
な
い
。
そ
の
後
、「
私
」
の
意
図
と
は
無
関
係
に

Ｙ
は
急
性
肺
炎
で
入
院
し
、「
私
」
は
そ
の
事
態
を
「
捉
へ
ど
こ
ろ
の
な
い
、
い
や

な
、
嘔
気
に
似
た
も
の
が
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
に
交
じ
つ
て
ゐ
る
の
を
、
漠
然
と
感

じ
」る
と
い
っ
た
よ
う
に
強
い
身
体
的
不
快
感
と
共
に
受
け
止
め
る
こ
と
と
な
る
。

「
私
」
は
自
身
の
「
恨
」
に
よ
っ
て
人
に
凶
事
が
降
り
か
か
っ
て
い
る
可
能
性
を
、

強
い
実
感
と
し
て
受
容
す
る
の
で
あ
る
。

　「
私
」
が
想
起
し
た
も
う
一
つ
の
記
憶
、「
一
昨
日
の
泣
き
声
」
と
い
う
の
は
Ｘ

の
子
が
「
私
」
を
見
て
「
小
さ
な
獣
の
な
い
た
様
な
」
悲
鳴
を
あ
げ
、「
真
暗
」
な

二
二
二

障
子
の
奥
に
走
っ
て
行
っ
た
出
来
事
を
指
す
。
こ
れ
は
Ｙ
が
「
坊
ち
や
ん
に
は
、

君
の
顔
が
何
か
怖
い
も
の
に
見
え
た
ら
し
い
の
で
す
ね
」と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

「
私
」に
自
身
が
周
囲
か
ら
異
質
な
存
在
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
疑
念
を
植
え

付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
後
「
私
」
の
語
り
に

は
、
自
身
が
異
質
な
存
在
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
不
安
が
反
映
し
て
い
る

箇
所
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
Ｌ
喫
茶
店
へ
向
か
う
道
中
、
角
で
吠
え
る
犬
を
見
て
い
る
と
「
そ
の

顔
が
、
何
と
な
く
凄
く
な
つ
て
行
く
」
よ
う
に
見
え
「
急
に
不
安
に
な
」
り
、「
犬

か
ら
目
を
外
ら
し
た
」
ら
そ
の
犬
が
「
俄
か
に
私
の
方
に
迫
る
や
う
な
気
配
を
見

せ
た
」
と
い
う
の
は
、
自
身
が
犬
に
敵
意
を
向
け
ら
れ
る
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
る
と
い
う
「
私
」
の
感
覚
を
描
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
喫
茶
店
に

入
店
し
た
際
に
「
私
」
が
「
自
分
が
扉
を
開
け
て
這
入
つ
た
拍
子
に
今
ま
で
が
や

〳
〵
騒
い
で
ゐ
た
お
客
達
の
声
が
、
一
度
に
静
ま
り
返
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑

つ
た
」
り
「
人
々
は
申
し
合
は
せ
た
様
に
私
の
後
を
見
つ
め
て
ゐ
る
ら
し
か
つ
た
」

と
感
じ
た
り
す
る
の
も
、人
々
が
「
私
」
の
背
後
に
異
質
な
も
の
を
見
て
い
る
よ
う

に
「
私
」
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
示
す
だ
ろ
う
。
他
に
も
、Ｙ
が
実
際
に
は
「
私
」

に
だ
け
面
会
謝
絶
を
し
て
い
た
と
知
っ
た
際
の
「
変
な
気
遅
」
も
、
自
身
が
不
吉

な
存
在
と
し
て
忌
避
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
感
情
と
読
み
取
れ
る
。「
私
」
は
周

囲
が
自
身
を
異
質
な
存
在
と
見
做
す
「
気
配
」
や
疑
念
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
「
気

遅
」
を
実
感
し
、
さ
ら
に
不
安
を
募
ら
せ
て
い
く
。

　
こ
れ
ら
二
点
を
ま
と
め
れ
ば
、「
私
」
は
Ｙ
か
ら
自
身
の
「
恨
」
と
周
囲
の
凶

事
と
の
因
果
関
係
を
示
唆
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
身
が
無
自
覚
に
「
恨
を
買
つ

た
」
相
手
を
不
幸
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
と
、
他
者
か
ら
も
そ

の
よ
う
な
異
様
な
存
在
と
見
做
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
の
、
二

重
の
不
安
を
切
実
に
体
験
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
私
」
は
自
身
と
凶

事
の
因
果
関
係
を
否
定
し
よ
う
と
し
、「
私
」
に
「
取
り
つ
」
か
れ
る
こ
と
を
警
戒

す
る
Ｚ
の
言
葉
に
対
し
て
「
冗
談
ぢ
や
な
い
」「
そ
ん
な
事
が
あ
る
も
の
か
」「
僕

に
は
笑
ひ
事
ぢ
や
な
い
ん
だ
か
ら
ね
」
と
反
駁
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
そ
れ
ら

の
言
葉
は
「
そ
れ
丈
の
事
を
何
気
な
く
云
」
う
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
り
、「
顔
の

白
け
て
来
る
」
の
を
感
じ
な
が
ら
の
発
言
で
あ
っ
た
り
と
、「
私
」
の
心
理
が
大
き

く
動
揺
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
Ｙ
さ
ん
は
危
篤
だ
し
」
と
の
言
葉
を

聞
い
て
「
は
つ
と
」
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
「
私
」
の
不
安
は
作
品
に
色
濃
く
表

れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
不
安
の
著
し
い
反
映
が
、
Ｘ
の
子
供
の
死
と
Ｙ
の
入
院

を
知
っ
た
う
え
で
、
Ｚ
へ
の
依
頼
に
向
か
う
道
中
に
起
こ
る
「
電
車
の
踏
段
の
下

に
あ
る
地
面
が
、
急
に
遠
の
い
た
様
に
思
は
れ
て
、
私
は
足
許
が
、
が
く
〳
〵
し

た
」
と
い
う
身
体
に
直
接
生
起
す
る
不
安
定
な
感
覚
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
こ
の
自
身
と
他
者
の
双
方
向
か
ら
な
る
「
私
」
と
い
う
存
在
へ
の
不

安
感
が
顕
著
な
形
で
現
れ
た
の
が
結
末
部
の
影
の
場
面
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

　「
お
い
、
君
、
さ
つ
き
の
は
冗
談
だ
よ
。」
と
云
つ
た
。

　「
う
ん
、
そ
ん
な
事
ど
う
で
も
い
ゝ
ん
だ
よ
。」
と
私
が
云
つ
た
。

　「
お
い
君
。」
と
云
ふ
Ｚ
の
鋭
い
声
が
、
も
う
一
度
私
の
耳
に
響
い
た
。

　
傍
の
腰
板
に
私
の
影
が
映
つ
て
ゐ
る
。
ぼ
ん
や
り
し
た
な
り
に
、
何
も
の

と
も
解
ら
な
い
、
い
や
な
形
だ
つ
た
。

　
私
は
、
あ
わ
て
ゝ
顔
を
振
つ
た
。

　
影
が
崩
れ
る
と
同
時
に
、
私
は
は
つ
と
し
て
、
Ｚ
の
顔
色
を
窺
つ
た
。

　「
ど
う
し
た
ん
だ
い
。」
と
Ｚ
が
不
安
ら
し
く
訊
い
た
。

　
Ｚ
は
、
目
に
た
つ
程
蒼
い
顔
を
し
て
ゐ
た
。

　　
Ｚ
と
の
会
談
の
中
で
「
私
」
は
「
不
思
議
に
冴
え
〴
〵
し
た
気
持
」
に
な
り
、

先
に
確
認
し
た
よ
う
な
切
迫
し
た
経
済
的
困
窮
に
も
か
か
わ
ら
ず
用
談
を
「
そ
ん

な
事
ど
う
で
も
い
ゝ
ん
だ
よ
」
と
言
い
放
つ
な
ど
、「
私
」
の
意
識
か
ら
乖
離
し
た

内
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障
子
の
奥
に
走
っ
て
行
っ
た
出
来
事
を
指
す
。
こ
れ
は
Ｙ
が
「
坊
ち
や
ん
に
は
、

君
の
顔
が
何
か
怖
い
も
の
に
見
え
た
ら
し
い
の
で
す
ね
」と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

「
私
」に
自
身
が
周
囲
か
ら
異
質
な
存
在
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
疑
念
を
植
え

付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
後
「
私
」
の
語
り
に

は
、
自
身
が
異
質
な
存
在
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
不
安
が
反
映
し
て
い
る

箇
所
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
Ｌ
喫
茶
店
へ
向
か
う
道
中
、
角
で
吠
え
る
犬
を
見
て
い
る
と
「
そ
の

顔
が
、
何
と
な
く
凄
く
な
つ
て
行
く
」
よ
う
に
見
え
「
急
に
不
安
に
な
」
り
、「
犬

か
ら
目
を
外
ら
し
た
」
ら
そ
の
犬
が
「
俄
か
に
私
の
方
に
迫
る
や
う
な
気
配
を
見

せ
た
」
と
い
う
の
は
、
自
身
が
犬
に
敵
意
を
向
け
ら
れ
る
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
る
と
い
う
「
私
」
の
感
覚
を
描
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
喫
茶
店
に

入
店
し
た
際
に
「
私
」
が
「
自
分
が
扉
を
開
け
て
這
入
つ
た
拍
子
に
今
ま
で
が
や

〳
〵
騒
い
で
ゐ
た
お
客
達
の
声
が
、
一
度
に
静
ま
り
返
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑

つ
た
」
り
「
人
々
は
申
し
合
は
せ
た
様
に
私
の
後
を
見
つ
め
て
ゐ
る
ら
し
か
つ
た
」

と
感
じ
た
り
す
る
の
も
、人
々
が
「
私
」
の
背
後
に
異
質
な
も
の
を
見
て
い
る
よ
う

に
「
私
」
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
示
す
だ
ろ
う
。
他
に
も
、Ｙ
が
実
際
に
は
「
私
」

に
だ
け
面
会
謝
絶
を
し
て
い
た
と
知
っ
た
際
の
「
変
な
気
遅
」
も
、
自
身
が
不
吉

な
存
在
と
し
て
忌
避
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
感
情
と
読
み
取
れ
る
。「
私
」
は
周

囲
が
自
身
を
異
質
な
存
在
と
見
做
す
「
気
配
」
や
疑
念
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
「
気

遅
」
を
実
感
し
、
さ
ら
に
不
安
を
募
ら
せ
て
い
く
。

　
こ
れ
ら
二
点
を
ま
と
め
れ
ば
、「
私
」
は
Ｙ
か
ら
自
身
の
「
恨
」
と
周
囲
の
凶

事
と
の
因
果
関
係
を
示
唆
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
身
が
無
自
覚
に
「
恨
を
買
つ

た
」
相
手
を
不
幸
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
と
、
他
者
か
ら
も
そ

の
よ
う
な
異
様
な
存
在
と
見
做
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
の
、
二

重
の
不
安
を
切
実
に
体
験
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
私
」
は
自
身
と
凶

事
の
因
果
関
係
を
否
定
し
よ
う
と
し
、「
私
」
に
「
取
り
つ
」
か
れ
る
こ
と
を
警
戒

す
る
Ｚ
の
言
葉
に
対
し
て
「
冗
談
ぢ
や
な
い
」「
そ
ん
な
事
が
あ
る
も
の
か
」「
僕

に
は
笑
ひ
事
ぢ
や
な
い
ん
だ
か
ら
ね
」
と
反
駁
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
そ
れ
ら

の
言
葉
は
「
そ
れ
丈
の
事
を
何
気
な
く
云
」
う
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
り
、「
顔
の

白
け
て
来
る
」
の
を
感
じ
な
が
ら
の
発
言
で
あ
っ
た
り
と
、「
私
」
の
心
理
が
大
き

く
動
揺
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
Ｙ
さ
ん
は
危
篤
だ
し
」
と
の
言
葉
を

聞
い
て
「
は
つ
と
」
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
「
私
」
の
不
安
は
作
品
に
色
濃
く
表

れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
不
安
の
著
し
い
反
映
が
、
Ｘ
の
子
供
の
死
と
Ｙ
の
入
院

を
知
っ
た
う
え
で
、
Ｚ
へ
の
依
頼
に
向
か
う
道
中
に
起
こ
る
「
電
車
の
踏
段
の
下

に
あ
る
地
面
が
、
急
に
遠
の
い
た
様
に
思
は
れ
て
、
私
は
足
許
が
、
が
く
〳
〵
し

た
」
と
い
う
身
体
に
直
接
生
起
す
る
不
安
定
な
感
覚
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
こ
の
自
身
と
他
者
の
双
方
向
か
ら
な
る
「
私
」
と
い
う
存
在
へ
の
不

安
感
が
顕
著
な
形
で
現
れ
た
の
が
結
末
部
の
影
の
場
面
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

　「
お
い
、
君
、
さ
つ
き
の
は
冗
談
だ
よ
。」
と
云
つ
た
。

　「
う
ん
、
そ
ん
な
事
ど
う
で
も
い
ゝ
ん
だ
よ
。」
と
私
が
云
つ
た
。

　「
お
い
君
。」
と
云
ふ
Ｚ
の
鋭
い
声
が
、
も
う
一
度
私
の
耳
に
響
い
た
。

　
傍
の
腰
板
に
私
の
影
が
映
つ
て
ゐ
る
。
ぼ
ん
や
り
し
た
な
り
に
、
何
も
の

と
も
解
ら
な
い
、
い
や
な
形
だ
つ
た
。

　
私
は
、
あ
わ
て
ゝ
顔
を
振
つ
た
。

　
影
が
崩
れ
る
と
同
時
に
、
私
は
は
つ
と
し
て
、
Ｚ
の
顔
色
を
窺
つ
た
。

　「
ど
う
し
た
ん
だ
い
。」
と
Ｚ
が
不
安
ら
し
く
訊
い
た
。

　
Ｚ
は
、
目
に
た
つ
程
蒼
い
顔
を
し
て
ゐ
た
。

　　
Ｚ
と
の
会
談
の
中
で
「
私
」
は
「
不
思
議
に
冴
え
〴
〵
し
た
気
持
」
に
な
り
、

先
に
確
認
し
た
よ
う
な
切
迫
し
た
経
済
的
困
窮
に
も
か
か
わ
ら
ず
用
談
を
「
そ
ん

な
事
ど
う
で
も
い
ゝ
ん
だ
よ
」
と
言
い
放
つ
な
ど
、「
私
」
の
意
識
か
ら
乖
離
し
た

内
田
百
閒
「
影
」
論
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行
動
を
起
こ
す
。
腰
板
に
映
る
影
を
見
て
首
を
振
る
と
「
私
」
が
「
は
つ
と
」
す

る
こ
と
か
ら
も
こ
れ
ま
で
の
例
と
同
様
に
無
自
覚
に
行
動
し
て
い
た
こ
と
が
理
解

で
き
る
が
、
そ
の
時
に
「
私
」
が
見
た
自
身
の
影
は
「
ぼ
ん
や
り
し
た
な
り
に
、

何
も
の
と
も
解
ら
な
い
、
い
や
な
形
だ
つ
た
」
の
で
あ
り
、「
私
」
に
と
っ
て
そ
れ

は
自
身
の
姿
を
映
し
た
尋
常
な
影
で
は
な
く
、
統
御
で
き
な
い
「
何
も
の
と
も
解

ら
な
い
」
も
の
の
姿
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
加
え
て
「
私
」
を
見
る
Ｚ
の
顔

が
「
目
に
た
つ
程
蒼
い
顔
を
し
て
ゐ
た
」
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
結
末
は
「
私
」
が

自
身
内
部
の
把
握
し
得
な
い
異
様
な
領
域
に
直
面
さ
せ
ら
れ
た
と
同
時
に
、
他
者

に
も
異
様
な
存
在
と
し
て
自
身
が
見
做
さ
れ
て
い
る
事
実
を
も
突
き
つ
け
ら
れ
る

と
い
う
、
こ
れ
ま
で
「
私
」
が
感
じ
て
い
た
不
安
が
一
挙
に
現
前
化
す
る
結
末
と

し
て
理
解
で
き
る
。
百
閒
「
影
」
は
、
自
己
に
よ
る
認
識
と
他
者
か
ら
の
認
識
と

い
う
二
重
の
意
味
で
、
自
身
の
存
在
に
対
す
る
不
安
に
「
私
」
が
脅
か
さ
れ
続
け

る
作
品
な
の
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　　
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
自
己
の
存
在
を
揺
る
が
す
大
き
な
不
安
を
「
私
」
が
実

感
し
続
け
る
作
品
「
影
」
と
『
文
学
時
代
』
誌
面
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
本

稿
を
終
え
た
い
。「
探
偵
小
説
号
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
探
偵
小
説
」
の
一
つ
と
し

て
本
作
を
見
た
と
き
、
表
面
的
に
は
知
人
に
起
こ
る
奇
怪
な
不
幸
の
連
鎖
を
描
い

た
「
影
」
は
、
誌
面
で
し
き
り
に
強
調
さ
れ
て
い
た
奇
怪
で
刺
激
的
な
物
語
と
い

う
「
探
偵
小
説
」
的
形
式
に
沿
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で

「
私
」の
恨
み
に
よ
っ
て
凶
事
が
起
こ
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
合
理
性
は
認
め
ら
れ

ず
、
作
品
内
で
明
確
な
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ
れ
は
、
他

の
「
探
偵
小
説
」
四
作
が
合
理
的
解
決
を
含
む
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
と
対
照
的
で

あ
る
。

　
そ
し
て
何
よ
り
本
作
に
は
、「
私
」
と
「
影
」
が
分
裂
す
る
と
い
っ
た
単
な
る

「
分
身
」
の
物
語
や
、「
私
」
の
「
恨
」
に
よ
っ
て
知
人
に
不
幸
が
起
き
る
と
い
う

大
枠
の
「
怪
談
的
」
な
物
語
以
上
に
、
語
り
手
「
私
」
に
も
統
御
で
き
て
い
な
い

自
身
の
内
部
に
存
在
す
る
領
域
へ
の
実
感
を
伴
っ
た
二
重
の
不
安
が
描
か
れ
て
い

た
。
本
作
は
文
学
の
最
先
端
で
あ
る
「
探
偵
小
説
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
な
が
ら
、

外
面
的
・
概
略
的
な
読
み
取
り
に
よ
っ
て
は
見
出
せ
な
い
よ
う
な
、「
私
」
自
身
に

し
か
知
り
得
な
い
実
感
と
し
て
の
複
雑
な
内
面
的
不
安
を
描
く
こ
と
で
、
省
略
や

合
理
化
と
い
っ
た
『
文
学
時
代
』
が
標
榜
す
る
「
近
代
化
」
に
よ
っ
て
こ
ぼ
れ
落

ち
る
と
さ
れ
て
い
た
〝
深
さ
〟
を
む
し
ろ
描
き
得
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
内
田
百
閒
「
影
」
は
、
初
出
誌
『
文
学
時
代
』
の
刺
激
や
明
瞭
さ
と
い
っ
た
分

か
り
や
す
さ
を
追
い
求
め
る
「
尖
端
」
性
に
一
部
沿
い
な
が
ら
も
、「
私
」
を
脅
か

す
不
明
瞭
で
非
合
理
的
な
何
も
の
か
を
通
し
て
、失
わ
れ
る
細
部
と
し
て
の
「
私
」

の
内
面
の
複
層
的
な
不
安
を
描
き
切
っ
た
作
品
な
の
で
あ
っ
た
。

　付
記

 

内
田
百
閒
「
影
」
の
引
用
は
『
文
学
時
代
』（
第
一
巻
第
三
号
、一
九
二
九
年
七
月
）

に
よ
る
。『
文
学
時
代
』
掲
載
資
料
か
ら
の
引
用
は
本
文
中
に
巻
号
と
刊
行
年
月

を
記
し
雑
誌
名
は
略
し
た
。
な
お
、『
文
学
時
代
』
の
閲
覧
に
は
『
復
刻
版

　
文

学
時
代
』（
ゆ
ま
に
書
房
、一
九
九
五
年
九
月
～
一
九
九
六
年
九
月
）
を
用
い
た
。
作
品

名
、
引
用
文
中
の
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。
引
用
文
中
の

傍
線
・
傍
点
は
全
て
筆
者
に
よ
る
。

注（
1
）
内
田
百
閒
『
旅
順
入
城
式
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年
二
月
）

（
2
）
篠
田
知
和
基
「
近
代
文
学
に
お
け
る
日
本
的
「
分
身
」
像
の
表
現 

そ
の
二
」（『
名
古
屋

大
学
文
学
部
研
究
論
集
』X

CIV

（
文
学
三
二
）、
一
九
八
六
年
三
月
）

二
二
四

（
3
）
川
崎
賢
子
「
第
４
章

　
内
田
百
閒
と
『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
―
―
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
恐
怖
と

幻
想
」（『
キ
ネ
マ
と
文
人
―
―
『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
で
読
む
日
本
近
代
文
学
』、
国
書
刊

行
会
、
二
〇
二
四
年
一
一
月
）

（
4
）
西
井
弥
生
子
「『
旅
順
入
城
式
』
論
―
―
内
田
百
閒
の
虚
構
意
識
」（『
青
山
語
文
』
第
三
八

号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）

（
5
）
長
山
靖
生
「
第
一
〇
章 

尖
端
・
探
偵
雑
誌
と
し
て
の
「
文
学
時
代
」」（『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ミ
ス
テ
リ
の
時
代 

探
偵
小
説
が
新
感
覚
だ
っ
た
頃
』、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
九
年
八

月
）

（
6
）
阿
刀
田
高
「
解
説
」（
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
編
『
恐
怖
特
急
』、集
英
社
、一
九
八
五
年
四
月
）

（
7
）
東
雅
夫
「
編
者
解
説
」（『
文
豪
怪
奇
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

恐
怖
と
哀
愁
の
内
田
百
閒
』、
双
葉

社
、
二
〇
二
一
年
五
月
）

（
8
）
他
に
百
閒
の
作
品
で
『
文
学
時
代
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
に
「
酔
牛
」（
第
一
巻
第
二
号
、

一
九
二
九
年
六
月
）
と
「
百
鬼
園
新
装
」（
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
三
〇
年
一
月
）
が
あ

る
。
特
に
、「
酔
牛
」
に
関
し
て
は
創
刊
期
の
『
文
学
時
代
』
に
「
掌
に
書
い
た
小
説
」

と
い
う
企
画
の
内
の
一
作
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、百
閒
作
品
と
同
誌
の
関
連
性
を
探

る
う
え
で
興
味
深
い
が
、
本
稿
で
は
あ
く
ま
で
「
影
」
を
扱
う
こ
と
と
し
、「
酔
牛
」
の

分
析
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
9
）
加
藤
武
雄
「
文
学
時
代
」（
藤
村
作
編
『
増
補
改
訂 

日
本
文
学
大
辞
典
』
別
巻
、新
潮
社
、

一
九
五
二
年
四
月
）

（
10
）
保
昌
正
夫
「
文
学
時
代
」（
日
本
近
代
文
学
館
『
複
刻 

日
本
の
雑
誌 

解
説
』、
講
談
社
、

一
九
八
二
年
六
月
）

（
11
）
日
高
昭
二
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
再
考
の
た
め
に 「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
の
ノ

オ
ト
」（
関
井
光
男
監
修
『
資
料
資
本
文
化
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
―
―
『
文
学
時
代
』
の
諸
相
』、

ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
七
年
一
月
）

（
12
）
古
来
侃
「
文
学
時
代
」（
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典 
増
補
改
訂
デ
ジ

タ
ル
版
』、講
談
社
）JapanK

now
ledge

に
て
閲
覧
〔https://japanknow

ledge.com
/

lib/display/?lid=522103000001317

〕、
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
五
年
九
月
二
八
日

（
13
）
小
田
切
進
「
解
題
」
中
「『
文
学
時
代
』」（『
増
補
改
訂 

現
代
日
本
文
芸
総
覧
』
下
巻
、 

明
治
文
献
資
料
刊
行
会
、
一
九
九
二
年
一
二
月
）

（
14
）
中
島
河
太
郎
「
第
七
章 「
文
学
時
代
」
と
書
下
し
全
集
」（『
日
本
推
理
小
説
史
』
第
三
巻
、

東
京
創
元
社
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）

（
15
）
注
（
５
）
に
同
じ
。

（
16
）
な
お
、
初
出
誌
で
は
Ⅹ
・
Ｙ
・
Ｚ
と
な
っ
て
い
る
知
人
の
名
前
は
初
刊
で
は
甲
野
・
乙

川
・
丙
田
と
な
っ
て
お
り
、「
Ｌ
喫
茶
店
」
は
「
巽
喫
茶
店
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他

に
は
細
か
な
異
同
が
あ
る
だ
け
で
、
内
容
に
関
わ
る
大
き
な
異
同
は
な
い
。

（
17
）
阿
部
留
美
子
「
戦
前
に
お
け
る
失
業
対
策
と
失
業
観
」（『
社
会
関
係
研
究
』
第
二
六
巻
第

二
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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百
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「
影
」
論

二
二
五

1524



（
3
）
川
崎
賢
子
「
第
４
章

　
内
田
百
閒
と
『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
―
―
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
恐
怖
と

幻
想
」（『
キ
ネ
マ
と
文
人
―
―
『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
で
読
む
日
本
近
代
文
学
』、
国
書
刊

行
会
、
二
〇
二
四
年
一
一
月
）

（
4
）
西
井
弥
生
子
「『
旅
順
入
城
式
』
論
―
―
内
田
百
閒
の
虚
構
意
識
」（『
青
山
語
文
』
第
三
八

号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）

（
5
）
長
山
靖
生
「
第
一
〇
章 

尖
端
・
探
偵
雑
誌
と
し
て
の
「
文
学
時
代
」」（『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ミ
ス
テ
リ
の
時
代 

探
偵
小
説
が
新
感
覚
だ
っ
た
頃
』、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
九
年
八

月
）

（
6
）
阿
刀
田
高
「
解
説
」（
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
編
『
恐
怖
特
急
』、集
英
社
、一
九
八
五
年
四
月
）

（
7
）
東
雅
夫
「
編
者
解
説
」（『
文
豪
怪
奇
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

恐
怖
と
哀
愁
の
内
田
百
閒
』、
双
葉

社
、
二
〇
二
一
年
五
月
）

（
8
）
他
に
百
閒
の
作
品
で
『
文
学
時
代
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
に
「
酔
牛
」（
第
一
巻
第
二
号
、

一
九
二
九
年
六
月
）
と
「
百
鬼
園
新
装
」（
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
三
〇
年
一
月
）
が
あ

る
。
特
に
、「
酔
牛
」
に
関
し
て
は
創
刊
期
の
『
文
学
時
代
』
に
「
掌
に
書
い
た
小
説
」

と
い
う
企
画
の
内
の
一
作
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、百
閒
作
品
と
同
誌
の
関
連
性
を
探

る
う
え
で
興
味
深
い
が
、
本
稿
で
は
あ
く
ま
で
「
影
」
を
扱
う
こ
と
と
し
、「
酔
牛
」
の

分
析
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
9
）
加
藤
武
雄
「
文
学
時
代
」（
藤
村
作
編
『
増
補
改
訂 
日
本
文
学
大
辞
典
』
別
巻
、新
潮
社
、

一
九
五
二
年
四
月
）

（
10
）
保
昌
正
夫
「
文
学
時
代
」（
日
本
近
代
文
学
館
『
複
刻 

日
本
の
雑
誌 

解
説
』、
講
談
社
、

一
九
八
二
年
六
月
）

（
11
）
日
高
昭
二
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
再
考
の
た
め
に 「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
の
ノ

オ
ト
」（
関
井
光
男
監
修
『
資
料
資
本
文
化
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
―
―
『
文
学
時
代
』
の
諸
相
』、

ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
七
年
一
月
）

（
12
）
古
来
侃
「
文
学
時
代
」（
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典 

増
補
改
訂
デ
ジ

タ
ル
版
』、講
談
社
）JapanK

now
ledge

に
て
閲
覧
〔https://japanknow

ledge.com
/

lib/display/?lid=522103000001317

〕、
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
五
年
九
月
二
八
日

（
13
）
小
田
切
進
「
解
題
」
中
「『
文
学
時
代
』」（『
増
補
改
訂 

現
代
日
本
文
芸
総
覧
』
下
巻
、 

明
治
文
献
資
料
刊
行
会
、
一
九
九
二
年
一
二
月
）

（
14
）
中
島
河
太
郎
「
第
七
章 「
文
学
時
代
」
と
書
下
し
全
集
」（『
日
本
推
理
小
説
史
』
第
三
巻
、

東
京
創
元
社
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）

（
15
）
注
（
５
）
に
同
じ
。

（
16
）
な
お
、
初
出
誌
で
は
Ⅹ
・
Ｙ
・
Ｚ
と
な
っ
て
い
る
知
人
の
名
前
は
初
刊
で
は
甲
野
・
乙

川
・
丙
田
と
な
っ
て
お
り
、「
Ｌ
喫
茶
店
」
は
「
巽
喫
茶
店
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他

に
は
細
か
な
異
同
が
あ
る
だ
け
で
、
内
容
に
関
わ
る
大
き
な
異
同
は
な
い
。

（
17
）
阿
部
留
美
子
「
戦
前
に
お
け
る
失
業
対
策
と
失
業
観
」（『
社
会
関
係
研
究
』
第
二
六
巻
第

二
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

内
田
百
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「
影
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